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古紙配合率１００％再生紙を使用しています

〈その他の悪質商法〉
主　　な　　手　　口商　　法

消防署･水道局･区役所などから来たような言い方や服装で訪ねて来た業者から、消
火器･浄水器などの販売や配水管・給水管の掃除を強要される。かたり商法

シロアリの点検、無料の耐震診断をしますと訪ねて来た業者から、「家が危ない！」と
言われ、不安になり、本来必要のない工事を高額で契約させられる。点検商法

くじに当たったなどといって会場に連れて行かれ、興奮状態の中、冷静な判断力の
ないまま、高額な羽毛布団・健康器具・着物などを契約してしまう。催眠商法

注文していない商品が一方的に送られて来て、買ったもののように、代金を請求さ
れる。

送りつけ商法
（ネガティブオ
プション）

街頭で「手相を見せてください」と言って近づいてきた人から、高額な自己啓発セミ
ナーを勧められたり、数珠・つぼ・印鑑・水晶などを法外な値段で売りつけられる。

霊感商法
（開運商法）　

「今が買いどき、損を取り戻す」と言われ、先物取引など次々と高額な金融商品を
勧められる。利殖商法

出会い系サイトなどで知り合った異性に誘われ、営業所で高額な宝石・パソコン・
ＣＤ�ＲＯＭ・絵画などを長時間勧められる。デート商法

「あなたが選ばれました」などと電話や郵便で呼び出され、喫茶店や営業所で、化
粧品・会員権・アクセサリーなどを長時間勧められる。

アポイントメン
トセールス

街頭で「アンケートに答えて」などと言われ、喫茶店や営業所に連れて行かれて、
高額な化粧品・エステ・補正下着などの契約をさせられる。

キャッチセール
ス

職場などに電話があり、講座や教材を勧められ、「いいです」「けっこうです」など
とあいまいに返事をすると契約が成立したと迫られる。最近では「何年も前の契約
をやめさせてあげる」と言う二次被害も多い。

資格商法

福祉ボランティアと言って訪ねてきた人から「福祉に役立てる」と言われ、ハンカ
チや雑きんを強引に売りつけられる。福祉商法

「展示会での販売､タレントの仕事」という求人広告を見て出かけて行くと、仕事をす
るために必要と言われ高額な着物セットやタレント養成講座の契約をさせられる。

就職（求人）商
法

チラシ配りやパソコンを使っての内職で高収入が得られると言われ、仕事に必要と
高額な商品の購入や指導料を請求される。実際には思うような収入は得られない。内職商法

紳士録申し込みの郵便が届き、断りの用紙を返送するが、下の方に「今回に限り購
入します」と印刷されていて、紳士録と共に振込用紙が送られてくる。紳士録商法

貸金業登録をせず貸金業を営む業者。高金利であることが特徴だが、最近では登録
していても高金利を要求する場合がある。法律では２９.２％を超える金利を取ると罰
せられるが、ヤミ金融では１０００％を超えるような金利を取るところもある。

ヤミ金融

　契約とは、お互いが合意すればたとえ口頭であっても成
立し、法律的な責任が生じる約束です。店舗購入では単に
「気に入らない」などと自分の都合だけで一方的に返品す
ることはできませんが、訪問販売や電話勧誘販売のように、
不意打ち的で十分考えることができなかった契約について
は、一定期間内であれば契約を一方的に解除できる「クー
リング・オフ」という制度があります。
　なお、今までも中途解約ができた「エステ」「語学教室」「家
庭教師」「学習塾」に加え、１６年１月１日からは「パソコン
教室」「結婚相手紹介サービス」も中途解約ができるように
なりました（総額５万円を超え、期間２カ月を超える契約、
エステは１カ月を超える契約）。

� ����������������������������������

� ����������������������������������

オレオレ詐欺、使った覚えのない料金の不当請求、悪質商法などの相談は年々増加し、１５年４月１日～１６年１月
１４日の９カ月余りの間に５０００件の相談が寄せられました。前年同時期の３４３６件に比べ、４５％もの急激な増加とな
っています。最近の傾向として、電子メールや封書で届く不当請求、電話や訪問による悪質な勧誘などでの被
害がひん発しています。特に若者や高齢者をねらう悪質商法の手口は、より巧妙で詐欺的に変化しています。
たくさんある悪質商法、あなたはいくつ知っていますか？

だまさ
れない

で！

だまさ
れない

で！ 悪質商法などの被害を受け
ている人が激増しています

　「組織に入会して、自分で商品を買ったり、
次々に組織への加入者を増やしていくと大き
な利益になる」と勧誘される。特に２０歳にな
ったばかりの若者がねらわれる。

【対策】利益が得ら
れることは少なく、
大事な友人を失うこ
とにもなりかねませ
ん。うまい話はない
ということです。

マルチ商法使った覚えのない料金の不当請求

　使った覚えがない
のに、アダルトサイ
トなどの利用料金や
遅延金の請求が、メ
ール･電話・郵便など
で届く。

【対策】使っていない料金の支払いは絶対にし
てはいけません。最近では一度支払った人に、
次々と別の業者から請求が届くという相談が増
えています。

オレオレ詐欺

　「おれだよ、オレ！」
と息子や孫のふりをし
た電話があり、「交通
事故にあった」「仕事
に失敗した」などと言
われ、急いでお金を振
り込むよう（持ってく
るよう）言われる。

【対策】息子や孫の名前をこちらから言ってはい
けません。まず、自分で連絡をとり、事実確認を
します。不審な場合はすぐに警察に通報します。

○Ｃ 藤子○Ａ ・シンエイ・中央公論新社

悪質商法の被害にあわないためには…悪質商法の被害にあわないためには…
�手口を知り、関わりを持たないこと。
�迷ったり、ヘンだな？と思った時は、その場で契約せ
ず、信頼できる人に相談する。
�あいまいな返事はやめる。必要ないものはきっぱり、
はっきり断る。
　それでも「しまった！」と思った時は、迷わず消費者
センターにご相談ください。

◇消費者センターの相談専用ダイヤル◇
�３３１４‐３６２０（３月まで）
�３３９８‐３１２１（４月から）
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●往復ハガキの場合は返信
用のあて先も記入を
●あて先は各記事の申込先
　（住所が記載されていな
いものは区役所）
●託児のある行事は、託児
希望の有無、お子さんの
氏名・年齢・性別も記入

〈郵便ハガキ〉
�行事名

�住所

�氏名（フリガナ）

�年齢　�性別

�電話番号

（原則１人１枚）

�

�

�

�
阿
佐
ケ
谷
文
士
村
展 

井
伏
鱒
二
と
青
柳
瑞
穂

　

井
伏
鱒
二
と
青
柳
瑞
穂
の
初

版
本
と
青
柳
瑞
穂
の
直
筆
原

稿
、書
簡
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
阿
佐
ケ
谷
文
士
村

の
著
作
物
や
関
係
資
料
を
順
次

展
示
し
ま
す
。

　
 

２
月　

日
�
〜
７
月　

日

２０

１４

� 

中
央
図
書
館
（
荻
窪
３
―

　

―　

） 

無
料 

当
日
、
直

４０

２３

接
会
場
へ 

中
央
図
書
館
�
３

３
９
１
‐
５
７
５
４

�
郷
土
博
物
館 

ひ
な
人
形
展
示

　

ひ
な
祭
り
に
ち
な
ん
で
、
区

内
で
昭
和
初
期
に
使
わ
れ
た
ひ

な
人
形
三
組
を
、
古
民
家
に
展

示
し
ま
す
。
ま
た
、
２
月　

日
２９

時場

費

申

問

�
に
は
甘
酒
を
用
意
し
ま
す
。

　
 

展
示
＝
２
月　

日
�
〜
３

２０

月
３
日
�
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
月
曜
は
休
館
）
▽
甘
酒
＝

２
月　

日
�
午
前　

時
〜
（
先

２９

１０

着
七
〇
名
） 

郷
土
博
物
館（
大

宮
１
―　

―
８
） 

一
〇
〇
円

２０

（
中
学
生
以
下
無
料
） 

当
日
、

直
接
会
場
へ 

同
館
�
３
３
１

７
‐
０
８
４
１ 

車
で
の
来
館

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

教
材
・
教
具
の
展
示
会

　

区
立
小
・
中
学
校
の
先
生
が
、

授
業
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
す

る
た
め
に
つ
く
っ
た
教
材
・
教

具
の
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
 

２
月　

日
�
〜
３
月
５
日

１６

�
午
前
８
時　

分
〜
午
後
６
時

３０

（
土
・
日
曜
休
館
） 

済
美
教

育
研
究
所
（
堀
ノ
内
２
―
５
―

時

場

費

申

問
他

時

場

　

） 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

２６済
美
教
育
研
究
所
�
３
３
１
１

‐
０
０
２
１

親
子
で
冬
の
生
き
物
探

検
隊
！

　

冬
の
木
の
芽
や
生
き
物
の
自

然
観
察
会
に
、
親
子
で
参
加
し

ま
せ
ん
か
。

　
 

２
月　

日
�
午
後
１
時　

２８

３０

分
〜
３
時　

分 

リ
サ
イ
ク
ル

３０

ひ
ろ
ば
高
井
戸
（
高
井
戸
東
３

―
７
―
４
） 

区
内
在
住
の
親

子
（
小
学
三
年
生
以
上
は
一
人

で
の
参
加
可
） 

三
〇
名 

一

人
一
〇
〇
円 

・ 

電
話
で
、

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸
�

３
３
３
１
‐
４
３
６
０
（
水
・

木
曜
休
館
）
へ
（
先
着
順
）

杉
並
子
育
て
サ
ー
ク
ル
ネ

ッ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

小
さ
い
お
子
さ
ん
、
パ
パ
・

マ
マ
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
、
皆
さ
ん
ご
一
緒
に

ど
う
ぞ
。

　
 

２
月　

日
�
午
前　

時　

２２

１０

３０

分
〜
午
後
４
時 

セ
シ
オ
ン
杉

並
（
梅
里
１
―　

―　

） 

子

２２

３２

育
て
支
援
サ
ー
ク
ル
の
活
動
紹

介
、
演
劇
集
団
「
円
」
公
演

「
２
〜
４
歳
児
の
た
め
の
劇
場

『
ど
う
ぞ
の
い
す
』」（
午
前　
１０

時　

分
開
演
・
約
五
〇
分
）、
サ

４５
ー
ク
ル
に
よ
る
人
形
劇
や
お
話

会
ほ
か 

無
料 

当
日
、
直
接

会
場
へ 

児
童
青
少
年
セ
ン
タ

申

問

時

場
対

定

費

申

問

時

場

内

費

申

問

ー
�
３
３
９
３
‐
４
７
６
０
、

わ
・
ネ
ッ
ト
（
杉
並
子
育
て
サ

ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
連
絡
会
）・
小
林

�
５
３
７
３
‐
７
４
４
４

杉
並　

教
育
と
文
化
の

つ
ど
い

　
 

２
月　

日
�
午
後
１
時　

２８

３０

分
〜
５
時
（
区
後
援
） 

産
業

商
工
会
館
（
阿
佐
谷
南
３
―
２

―　

） 

第
一
部
＝
合
唱
、
合

１９
奏
、
手
話
ダ
ン
ス
、
朗
読
劇
▽

第
二
部
＝
講
演
「
子
ど
も
た
ち

へ
の
応
援
歌
」（
児
童
文
学
作

家
・
後
藤
竜
二
） 

一
六
〇
名

 

二
〇
〇
円
（
高
校
生
以
下
無

料
） 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

同
実
行
委
員
会
・
山
川
�
３
３

９
４
‐
３
８
５
７

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト　

リ
サ

in

イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

　
 

３
月
６
日
�
・
７
日
�
午

前　

時
〜
午
後
３
時 

リ
サ
イ

１０
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸 

募
集
区

画
＝
各
日
共
一
四
区
画 

区
内

在
住
・
在
勤
の
方
（
業
者
出
店

は
不
可
） 

一
〇
〇
〇
円 

往

復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参
照
）
に

参
加
希
望
日
も
書
い
て
、
２
月

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
リ
サ
イ

２０ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸
（
〒　

‐
１６８

０
０
７
２
高
井
戸
東
３
―
７
―

４
）
へ 

同
ひ
ろ
ば
�
３
３
３

１
‐
４
３
６
０
（
水
・
木
曜
休

館
） 

車
で
の
搬
出
入
・
来
場

は
で
き
ま
せ
ん

荻
窪
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
 

３
月　

日
�
午
前　

時
〜

１４

１１

午
後
４
時
（
雨
天
の
場
合
は　
２１

日
に
延
期
・
区
後
援
） 

荻
窪

タ
ウ
ン
セ
ブ
ン
二
階
デ
ッ
キ
、

八
階
屋
上（
上
荻
１
―
９
―
１
）

 

区
内
在
住
・
在
勤
の
方
（
業

者
出
店
は
不
可
） 

二
階
デ
ッ

時

場

内

定

費

申

問

時

場内
対

費

申

問
他

時

場

対

費

キ
（
一
・
五
ｍ
四
方
）、
八
階
屋

上
（
二
ｍ
四
方
）
の
い
ず
れ
も

一
区
画
二
〇
〇
〇
円 

往
復
ハ

ガ
キ
（
記
入
例
参
照
、
往
復
ハ

ガ
キ
以
外
は
無
効
）
に
出
店
希

望
場
所
も
書
い
て
、
２
月　

日
２４

（
必
着
）
ま
で
に
荻
窪
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
事
務
局
（
〒　

‐
１６６

０
０
０
４
阿
佐
谷
南
３
―
４
―

　

―　

）
へ
（
抽
選
） 

同
事

１９

２０３

務
局
�
３
３
９
８
‐
１
５
４
３

 
�
科
学
館
公
開
講
演
会 

今
、
世
界
の
動
物
た
ち

の
生
存
が
危
ぶ
ま
れ
る　

　

上
野
動
物
園
で
象
の
飼
育
に

四
〇
年
携
わ
り
、現
在
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
な
ど
で
活
躍
中
の
川
口

幸
男
さ
ん
に
、
環
境
に
応
じ
た

動
物
の
生
態
に
つ
い
て
お
話
し

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
 

２
月　

日
�
午
後
３
時
〜

２１

４
時　

分 

科
学
館
（
清
水
３

３０

―
３
―　

） 

エ
レ
フ
ァ
ン
ト
・

１３

ト
ー
ク
代
表
・
川
口
幸
男 

二

二
〇
名
（
先
着
順
） 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

科
学
館

�
３
３
９
６
‐
４
３
９
１

子
ど
も
を
賢
く
す
る
子

育
て
の
極
意

　

子
ど
も
の
脳
の
発
達
に
と
っ

て
も
大
切
な
遊
び
。
遊
び
を
通

し
て
育
つ
「
社
会
力
」（
人
が
人

と
つ
な
が
る
力
）
を
つ
け
る
こ

と
が
学
力
を
高
め
る
こ
と
に
も

つ
な
が
る
と
い
い
ま
す
。「
賢
い

子
育
て
」
を
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。（
区
後
援
）

　
 

２
月　

日
�
午
前　

時
〜

２４

１０

正
午 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里

１
―　

―　

） 

筑
波
大
学
教

２２

３２

授
・
門
脇
厚
司 

無
料 

当
日
、

申
問

時

場
師

定

費

申

問

時
場

師
費

申

　私たちが暮らす杉並の街を、私たちの手でキレイ
にする「きれいにカエル隊♪」は、毎月１回のごみ
拾いを続けています。気軽に参加して、自分の手で
街をきれいにしませんか。
　 ２月２１日�午前９時～１０時（雨天実施） 集合

場所＝区役所青梅街道側正面玄関前�清掃場所＝中
杉通り、青梅街道、ＪＲ阿佐ケ谷駅周辺 ・ 電話
で、環境課内すぎなみ環境カエルくらぶ事務局へ 
�軍手をお持ちの方はあると便利です�身軽な服装
でお願いします�荷物置き場はありません

時 場

申 問

他

皆さんの手で皆さんの手で
街をきれいに街をきれいに

Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
基
金
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

杉
並
区
の
演
奏
家
に
よ
る
盛

り
だ
く
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
で

す
。
入
場
料
の
一
部
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

支
援
基
金
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

　
 

３
月　

日
�
午
後
２
時
開

１４

演
（
１
時　

分
開
場
） 

セ
シ

３０

オ
ン
杉
並（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

 

出
演
＝
荘
村
清
志
（
ギ
タ

ー
）、
原
田
節
（
オ
ン
ド
・
マ
ル

ト
ノ
）、
梅
津
三
知
代
（
ハ
ー

プ
）、
イ
ソ
弦
楽
合
奏
団
、
高
橋

時

場

内

英
郎
ほ
か
ト
ー
ク
の
輪
▽
曲
目

＝
「
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
の
想
い

出
」、
ビ
バ
ル
デ
ィ
「
ギ
タ
ー
協

奏
曲
」
ほ
か 

五
六
八
名 

前

売
り
二
五
〇
〇
円
、
当
日
三
〇

〇
〇
円
（
全
席
自
由
） 

杉
並

区
演
奏
家
連
盟
・
織
田
�
３
３

９
９
‐
１
２
９
１

�
杉
並
音
楽
家
シ
リ
ー
ズ 

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト 

親
子
こ
ど
も
の
日
コ
ン
サ
ー
ト 

マ
リ
ン
バ
と
友
だ
ち
に

な
ろ
う
！

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
や
デ
ィ
ズ
ニ
ー

の
曲
を
マ
リ
ン
バ
を
使
っ
て
演

奏
し
ま
す
。
一
緒
に
演
奏
で
き

る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

　
 

４
月　

日
�
午
前　

時　

２５

１０

３０

分
開
演
（　

時
開
場
） 

久
我

１０
定

費
問

時

場

山
会
館（
久
我
山
３
―　

―　

）

２３

２０

 

出
演
＝
足
立
絢
子
（
マ
リ
ン

バ
）、
足
立
裕
美
（
ピ
ア
ノ
）
▽

曲
目
＝「
カ
ル
メ
ン
組
曲
」、「
ミ

ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
マ
ー
チ
」、「
イ

ン
デ
ィ
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
テ
ー

マ
」、マ
リ
ン
バ
に
挑
戦
！
ほ
か

 

０
歳
〜
小
学
生
ま
で
の
子
ど

も
と
保
護
者 

親
子
で
二
〇
〇

〇
円
（
自
由
席
、
会
員
割
引
あ

り
） 

文
化
・
交
流
協
会
文
化

係
�
５
３
１
１
‐
７
０
３
５

☆

◇
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売

　

発
売
開
始
＝
２
月　

日
�
午

１３

後
１
時
〜
▽
販
売
窓
口
＝
�
文

化
・
交
流
協
会
文
化
係
（
上
荻

３
―　

―
５
杉
並
会
館
内
）
月

２９

〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
発
売
日

は
電
話
予
約
の
み
）
�
区
役
所

一
階
コ
ミ
ュ
か
る
シ
ョ
ッ
プ
＝

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

分
�

３０

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
＝
開
館
日

の
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

内対

費

問

▲荘村　清志 ▲原田　節

▲足立　絢子

直
接
会
場
へ 

わ
れ
ら
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
・
冒
険
遊
び
場
実
行
委

員
会
・
越
智
�
０
９
０
‐
４
５

３
６
‐
３
６
６
６

�
安
心
の
子
育
て
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業 

子
ど
も
た
ち
の
今
と
な

ぜ
？
パ
ー
ト
�
―
不
登
校
・

登
校
拒
否
・
ひ
き
こ
も
り
な
ど

　
 

２
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２８

４
時
（
区
後
援
） 

阿
佐
谷
保

育
園（
阿
佐
谷
北
３
―　

―　

）

３６

２０

 

東
京
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
相

談
室
長
・
宇
高
申
（
元
公
立
中

問

時

場

師

学
校
教
諭
） 

当
事
者
・
保
護

者
・
教
師
な
ど
関
心
の
あ
る
方

 

三
〇
名 

無
料 

当
日
、
直

接
会
場
へ 

ひ
ろ
ば
・
い
ち
ょ

う
の
木
�
３
３
３
９
‐
１
６
０

２
（
火
・
木
・
金
曜
日
午
前　
１０

時
〜
午
後
４
時
）、小
関
�
３
３

１
２
‐
７
０
２
０

�
講
演
会 

子
ど
も
た
ち
の
生
と
性 

―
い
ま
親
に
出
来
る
こ
と

　

少
年
犯
罪
の
背
景
に
は
、
親

と
の
信
頼
感
、
自
分
へ
の
信
頼

感
が
低
い
傾
向
に
あ
る
と
い
い

対

定

費

申

問

ま
す
。
こ
と
ば
と
こ
こ
ろ
を
通

し
て
、
親
と
子
の
信
頼
感
を
築

く
た
め
の
育
児
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。（
区
後
援
）

　
 

２
月　

日
�
午
前　

時
〜

２６

１０

正
午 

家
庭
生
活
セ
ン
タ
ー

（
高
円
寺
南
３
―　

―　

） 

３１

１８

家
庭
生
活
研
究
会
相
談
室
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
・
阿
部
美
代 

五
〇

名 

無
料 

・ 

電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
、
�
家
庭
生
活
研

究
会
・
平
野
�
３
３
１
４
‐
０

４
２
１
�
３
３
１
２
‐
８
１
８

２
へ
（
先
着
順
） 

車
で
の
来

場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

時
場

師

定

費

申

問
他

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

� ��������������������������������������������������

すぎなみ環境カエルくらぶすぎなみ環境カエルくらぶ

�
文
化
・
交
流
協
会
の
催
し

�

�

♪

�

♪

♪

コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
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�
す
ぎ
な
み
生
活
展
記
念
講
演 

食
の
安
全
―
そ
れ
で
も
食

べ
ま
す
か

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
Ｂ
Ｓ

Ｅ（
狂
牛
病
）の
発
生
な
ど
、今
、

食
品
の
安
全
が
大
き
な
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
を
健
康

で
生
き
生
き
と
過
ご
す
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
食
品

の
安
全
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　
 

２
月　

日
�
午
前　

時
〜

２５

１０

正
午 

消
費
者
セ
ン
タ
ー
（
阿

佐
谷
南
１
―　

―
４
） 

農
民

３６

連
食
品
分
析
セ
ン
タ
ー
所
長
・

石
黒
昌
孝 

五
〇
名 

無
料

 

・ 

電
話
で
、
２
月　

日
ま

２０

で
に
消
費
者
セ
ン
タ
ー
�
３
３

１
４
‐
３
６
４
３
へ
（
先
着
順
）

�
向
陽
ス
ポ
ー
ツ
文
化
ク
ラ

ブ
講
演
会 

有
機
農
業
が
つ
く
る
明

る
い
未
来

　

食
の
安
全
が
問
わ
れ
る
中
、

関
心
が
高
ま
る
有
機
農
業
。
有

時
場

師

定

費

申

問

機
農
業
大
国
キ
ュ
ー
バ
の
最
新

リ
ポ
ー
ト
で
す
。（
区
後
援
）

　
 

２
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２８

４
時 

向
陽
中
学
校
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
（
下
高
井
戸
３
―　

―
１

２４

向
陽
中
学
校
内
） 

吉
田
太
郎

 

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方 

八
〇
名
（
先
着
順
） 

無

料 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

上

野
�
３
３
２
１
‐
６
４
８
８
ま

た
は
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
�
３
３
２

９
‐
３
９
３
５
（
日
曜
の
み
）

よ
く
わ
か
る
！
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
高

齢
者
や
障
害
者
に
出
会
い
、
実

際
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を
し

ま
す
。

　
 

・ 

�
３
月
２
日
�
午
前

　

時
〜
正
午
＝
講
演
会
と
活
動

１０内
容
の
説
明
�
８
日
�
〜　

日
１９

�
＝
こ
の
期
間
内
に
三
日
間
程

度
の
活
動
体
験
（
一
日
の
活
動

時
間
は
二
時
間
程
度
）
�　

日
２３

時
場

師

対
定

費

申

問

時

内

�
午
前　

時
〜
正
午
＝
ま
と
め

１０

の
会 
 

浴
風
会
・
南
陽
園
、

第
二
南
陽
園
、第
三
南
陽
園（
高

井
戸
西
１
―　

―
１
） 
　

歳

１２

１６

以
上
の
方 

二
〇
名 

一
〇
〇

〇
円 

・ 

電
話
で
、 

浴
風

会
南
陽
園
・
辰
己
、 
多 
胡
���

�
３

た 

こ

３
３
４
‐
２
１
５
９
ま
た
は 

杉
並
区
社
会
福
祉
協
議
会
�
５

３
０
６
‐
１
０
０
８
へ
（
月
曜

〜
金
曜
）

�
学
び
と
気
づ
き
の
セ
ミ
ナ
ー 

道
徳
は
家
庭
か
ら

　
 

２
月　

日
�
午
後
１
時　

２９

３０

分
〜
３
時　

分
（
区
後
援
） 

３０

産
業
商
工
会
館
（
阿
佐
谷
南
３

―
２
―　

） 

�
モ
ラ
ロ
ジ
ー

１９

研
究
所
・
志
村
晃 

三
〇
名 

無
料 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

杉
並
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所
�
・

�
５
３
０
０
‐
７
１
２
３

転
倒
予
防
教
室

　

ち
ょ
っ
と
し
た
段
差
に
つ
ま

ず
い
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん

場
（ 福 ）

対

定

費

申

問

（ 福 ）

（ 福 ）

時

場

師

定

費

申

問

　

身
体
機
能
が
低
下
し
、
閉
じ

こ
も
り
や
寝
た
き
り
に
な
る
の

を
予
防
す
る
た
め
、
高
齢
者
向

け
の
機
器
を
利
用
し
た
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

　

筋
力
を
ア
ッ
プ
し
、
日
常
生

活
の
元
気
を
取
り
戻
し
、
若
返

り
ま
し
ょ
う
。

　
 

Ａ
コ
ー
ス
＝
４
月
５
日
〜

７
月　

日
の
月
曜
・
水
曜
、
午

１２

前
９
時　

分
〜　

時　

分
▽
Ｂ

３０

１１

３０

コ
ー
ス
＝
４
月
７
日
〜
７
月　
１４

日
の
水
曜
・
金
曜
、
午
後
１
時

　

分
〜
３
時　

分
（
曜
日
は
都

３０

３０

合
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
） 

杉
並
保
健
所
運
動

指
導
室
（
荻
窪
５
―　

―
１
）

２０

 

�
区
内
在
住
で
お
お
む
ね　
６０

歳
以
上
の
要
介
護
認
定
で
非
該

当
・
要
支
援
・
要
介
護
１
・
要

時

場

対

介
護
２
の
方
�
次
の
項
目
で
一

つ
以
上
に
支
障
の
あ
る
方
▽
ア

＝
バ
ス
や
電
車
を
使
っ
て
一
人

で
外
出
で
き
る
／
イ
＝
日
用
品

の
買
い
物
が
で
き
る
／
ウ
＝
自

分
で
食
事
の
用
意
が
で
き
る
�

医
師
か
ら
活
動
の
制
限
を
受
け

て
お
ら
ず
、
身
体
的
に
支
障
の

な
い
方
�
通
所
が
週
二
回
可
能

で
、
家
族
の
協
力
が
得
ら
れ
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
意
欲
が
あ
る

方
�
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
通

所
・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
を
現
在
受

け
て
い
な
い
方 

各
コ
ー
ス
一

五
名
（
抽
選
） 

九
〇
〇
〇
円

 

・ 

電
話
で
、
２
月　

日
ま

２５

で
に
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
課

へ
（
参
加
条
件
を
満
た
し
て
い

る
か
を
確
認
し
ま
す
）

定費

申

問

若
返
る
ぞ
！

����������������

����������������

����������������

����������������

����������������

����������������

����������������

����������������

																

�

�

�

�

�

�

�

�

	

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

か
。
こ
の
教
室
で
は
、
健
康
な

生
活
を
続
け
る
た
め
の
注
意

や
、
転
倒
に
関
す
る
話
、
予
防

の
た
め
の
運
動
を
行
い
ま
す
。

　
 

期
間
＝
４
月
〜
週
一
回
三

カ
月
一
二
回
（
日
時
は
会
場
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
） 

西
荻

北
敬
老
会
館
（
西
荻
北
２
―　
２７

―　

）、
井
草
中
央
敬
老
会
館

１８
（
井
草
２
―　

―　

）、久
我
山

１５

１５

会
館
（
久
我
山
３
―　

―　

）、

２３

２０

堀
ノ
内
松
ノ
木
敬
老
会
館
（
松

ノ
木
２
―　

―
６
） 

お
お
む

３８

ね　

歳
以
上
の
要
介
護
認
定
で

６５
非
該
当
と
認
定
さ
れ
た
方
、
同

等
の
身
体
状
況
の
方
で
転
倒
に

対
す
る
不
安
の
あ
る
方
、
積
極

的
な
運
動
が
必
要
と
思
わ
れ
る

方 

一
コ
ー
ス
一
〇
名 

無
料

 

・ 

お
近
く
の
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー（
ケ
ア　

）へ（「
わ

２４

た
し
の
便
利
帳
」、区
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
参
照
）

学
童
ク
ラ
ブ
通
所
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　

障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
小

時

場
対

定

費

申

問

学
校
か
ら
学
童
ク
ラ
ブ
へ
の
通

所
に
付
き
添
っ
て
い
た
だ
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
、
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

　
 

・ 

・ 

左
表
の
と
お
り

 

無
料 

・ 

電
話
で
、
開
催

日
前
日
ま
で
に
児
童
青
少
年
セ

ン
タ
ー
運
営
指
導
係
�
３
３
９

３
‐
４
７
６
０
へ

妊
婦
の
健
康
講
座

　
 

２
月　

日
�
午
前　

時
〜

２６

１０

午
後
２
時 

高
井
戸
保
健
セ
ン

タ
ー（
高
井
戸
東
３
―　

―
３
）

２０

 

バ
ラ
ン
ス
よ
い
食
事
と
情
報

交
換 

区
内
在
住
・
在
勤
の
方

 

二
〇
名 

四
〇
〇
円 

・ 

電
話
で
、
高
井
戸
保
健
セ
ン
タ

ー
�
３
３
３
４
‐
４
３
０
４
へ

（
先
着
順
）

�
自
主
グ
ル
ー
プ
共
同
企
画 

料
理
の
コ
ツ
を
学
ぶ

　

若
手
女
性
料
理
研
究
家
を
講

師
に
、
和
食
の
調
理
実
習
を
行

い
ま
す
。
昼
食
後
、
健
康
食
に

関
す
る
話
し
合
い
を
し
ま
す
。

時

場

内

費

申

問

時

場

内

対

定

費

申

問

　
 

３
月　

日
�
午
前　

時
〜

１２

１０

午
後
３
時 

高
井
戸
地
域
区
民

セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸
東
３
―
７

―
５
） 

料
理
研
究
家
・
林
由

美 

区
内
在
住
・
在
勤
の
男
性

の
方 

二
〇
名 

五
〇
〇
円

 

・ 

電
話
で
、
高
井
戸
保
健

セ
ン
タ
ー
�
３
３
３
４
‐
４
３

０
４
へ
（
先
着
順
）

 
噛 
む
子
・
強
い
子
・
賢

かい
子
―
よ
く
噛
む
子
に
育
て

る
た
め
に

　
 

３
月
２
日
�
午
前　

時
〜

１０

正
午 

高
井
戸
保
健
セ
ン
タ
ー

（
高
井
戸
東
３
―　

―
３
） 

２０

歯
科
医
師
・
加
藤
元
彦 

区
内

在
住
の
方 

三
〇
名 

無
料

 

・ 

電
話
で
、
高
井
戸
保
健

セ
ン
タ
ー
�
３
３
３
４
‐
４
３

０
４
へ
（
先
着
順
）

�
高
円
寺
馬
橋
・
高
北
地
区
会 

ボ
ケ
に
つ
い
て
の
お
話

　
 

２
月　

日
�
午
後
１
時　

２７

３０

分
〜
３
時 

高
円
寺
保
健
セ
ン

タ
ー（
高
円
寺
南
３
―　

―　

）

２４

１５

 

浴
風
会
病
院
医
師
・
須
貝
佑

一 

区
内
在
住
の
方 

三
〇
名

 

無
料 

・ 

電
話
で
、
高
円

寺
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
１

‐
０
１
１
６
へ
（
先
着
順
）

定
年
退
職
後
の
男
性
の

健
康
講
座

　

地
域
の
こ
と
に
目
を
向
け
た

り
、
仲
間
づ
く
り
を
し
な
が
ら

健
康
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん

か
。

　
 

・ 

�
２
月　

日
�
＝
あ

２４

な
た
の
健
康
管
理
と
健
康
寿
命

を
延
ば
す
た
め
に
�　

日
�
＝

２７

健
康
の
原
点
〜
食
の
基
本
１

（
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
の

話
）
�
３
月
４
日
�
＝
食
の
基

本
２
〜
食
の
自
立
（
健
康
食
を

時

場
師

対
定

費

申

問
時

場

師

対

定

費

申

問
時

場

師
対

定

費

申

問

時

内

作
ろ
う
）
�　

日
�
＝
楽
し
い

１１

仲
間
づ
く
り
〜
地
域
で
活
動
し

て
い
る
方
の
話
な
ど
／
時
間
は

い
ず
れ
も
、
午
前　

時
〜
正
午

１０

（
�
は
午
後
１
時
ま
で
） 

高

円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
円
寺

南
３
―　

―　

）、
�
は
阿
佐
谷

２４

１５

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
（
阿
佐
谷

南
１
―　

―　

） 

区
内
在
住

４７

１７

で　

歳
前
後
の
男
性
の
方 

二

６０
五
名 

五
〇
〇
円 

・ 

電
話

で
、
高
円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー
�

３
３
１
１
‐
０
１
１
６
へ
（
先

着
順
）

�
健
康
増
進
教
室 

朝
食
を
し
っ
か
り
と
っ

て
寒
さ
を
乗
り
き
ろ
う

　
 

２
月　

日
�
午
前　

時
〜

２４

１０

正
午 

上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー

（
上
井
草
３
―
８
―　

） 

講

１９

義
と
調
理
実
演
、
試
食 

区
内

在
住
の
方 

二
〇
名 

無
料

 

・ 

電
話
で
、
上
井
草
保
健

セ
ン
タ
ー
�
３
３
９
４
‐
１
２

１
２
へ
（
先
着
順
）

た
め
し
て
実
感
！
健
康

カ
ラ
ダ
づ
く
り
教
室  

（　

歳
代
〜　

歳
代
運
動
編
）

５０

６０

　

生
活
年
齢
を
、　

歳
若
く
！

１０

　

い
き
い
き
と
人
生
を
楽
し
む

た
め
の
健
康
生
活
を
始
め
ま
せ

ん
か
。

　
 

・ 

�
２
月　

日
�
午
前

２６

　

時
〜
正
午
＝
自
分
の
か
ら
だ

１０の
若
さ
を
自
己
分
析
（
血
圧
・

体
脂
肪
･
筋
肉
・
歯
な
ど
）
�

３
月
４
日
�
午
後
１
時　

分
〜

３０

３
時　

分
＝　

歳
若
く
見
え
る

３０

１０

生
活
の
実
践
（
日
常
の
姿
勢
や

動
作
、
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な
ど
）

�　

日
�
午
前　

時
〜
正
午
＝

１８

１０

自
分
に
合
っ
た
や
さ
し
い
強
さ

の
運
動
を
体
感
（
楽
し
く
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
実
習
） 

和
泉
保
健

場

対

定

費

申

問

時
場

内
対

定

費

申

問
時

内

場

セ
ン
タ
ー
（
和
泉
４
―　

―
５０

６
）、
�
は
永
福
和
泉
地
域
区
民

セ
ン
タ
ー（
和
泉
３
―
８
―　

）
１８

 

日
本
女
子
体
育
大
学
講
師
・

山
岡
有
美
ほ
か 

区
内
在
住
の

　

歳
代
・　

歳
代
で
、
な
る
べ

５０

６０

く
全
日
程
に
参
加
で
き
る
方 

二
五
名 

無
料 

・ 

電
話
で
、

和
泉
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３
３
１

３
‐
９
３
３
１
へ
（
先
着
順
）

�
コ
ア
ラ
の
会
子
育
て
講
座 

子
育
て
を
ち
ょ
っ
と
ひ

と
休
み

　

イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
自
分
や

疲
れ
て
い
る
自
分
に
気
づ
く

時
、「
こ
れ
っ
て
私
だ
け
？
」
と

不
安
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
た
ま
に
は
子
ど
も
と
離

れ
て
、
子
育
て
の
悩
み
相
談
の

専
門
家
の
お
話
と
交
流
で
、
ホ

ッ
と
一
息
入
れ
ま
し
ょ
う
。

　
 

２
月　

日
�
午
後
１
時　

２６

４５

分
〜
３
時　

分 

和
泉
保
健
セ

３０

ン
タ
ー
（
和
泉
４
―　

―
６
）

５０

 
 

子
ど
も
の
虐
待
防
止
セ
ン

タ
ー
専
任
相
談
員
・
野
村
一
枝

 

一
五
名 

無
料 

・ 

電
話

で
、
和
泉
保
健
セ
ン
タ
ー
�
３

３
１
３
‐
９
３
３
１
へ
（
先
着

順
） 

託
児
あ
り
（
若
干
名
）

�
健
康
づ
く
り
支
援
事
業
・

「
ア
ロ
マ
ハ
ー
ブ
の
会
」
共

同
事
業 

生
活
に
ア
ロ
マ
と
ハ
ー

ブ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を

　
 

３
月
５
日
�
午
前　

時
〜

１０

正
午 

荻
窪
保
健
セ
ン
タ
ー

（
荻
窪
５
―　

―
１
） 

ア
ロ

２０

マ
テ
ラ
ピ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
・
久
保
田
泉 

区
内
在
住
の

方 

三
〇
名 

三
〇
〇
円 

・

 

電
話
で
、
荻
窪
保
健
セ
ン
タ

ー
�
３
３
９
１
‐
０
０
１
５
へ

（
先
着
順
）

師

対

定

費

申

問

時

場

師
（ 福 ）

定

費

申

問

他
時

場

師

対

定

費

申

問

〈学童クラブ通所支援ボランティア講座〉
講　　師内　　容会　　場日　　時

堀ノ内東児童
館職員

＜実技＞障害児と
遊ぶ、きらきらグ
ループ見学

堀ノ内東児童
館（堀ノ内３‐
４９‐１９‐１０１）

２月２４日�
午後３時３０分

～５時
１

高崎健康福祉
大学助教授　
西本　絹子

＜講義＞障害児と
その生活を知る

児童青少年セ
ンター（荻窪
１‐５６‐３）

　　２８日�
午前１０時３０分

～正午
２

通所支援ボラ
ンティア
通所を依頼し
ている保護者

＜講義＞通所支援
ボランティアの実
際、ボランティア
と保護者の声

児童青少年セ
ンター

３月６日�
午前１０時３０分

～正午
３

デイサービス
事業者・ぽぷ
け

＜実技＞障害児と
いっしょに歩こう

和田障害者交
流館（和田２‐
３１‐２１）

　　９日�　
　　１０日�　
　　１１日�
午後１時～２
時３０分（いず
れか１日）

４

※１～３は単独でも申し込めます。４は３日間のうち１日と１～３のどれ
かとセットで申し込んでください。
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特
殊
メ
イ
ク
体
験
モ
デ
ル

　

３
月　

日
�
・　

日
�
に
杉

２５

２６

並
ア
ニ
メ
資
料
館
で
実
施
す
る

企
画
展
「
Ｃ
Ｍ
・
ゲ
ー
ム
・
映

画
の
な
か
の
ア
ニ
メ
特
集
」で
、

特
殊
メ
イ
ク
の
実
演
を
行
い
ま

す
。
映
画
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
お

な
じ
み
の
特
殊
メ
イ
ク
の
モ
デ

ル
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
 

３
月　

日
�
・　

日
�
午

２５

２６

前　

時
〜
（
完
成
ま
で
に
四
〜

１０
五
時
間
か
か
り
ま
す
） 

杉
並

ア
ニ
メ
資
料
館
（
上
荻
３
―　
２９

―
５
杉
並
会
館
三
階
） 

区
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
で
高
校
生

以
上
の
方
（
化
粧
か
ぶ
れ
を
し

な
い
方
。男
女
は
問
い
ま
せ
ん
）

 

各
日
二
名 

・ 

電
話
で
、

２
月　

日
ま
で
に
経
済
勤
労
課

２０

産
業
振
興
担
当
へ
（
先
着
順
）

 

事
前
の
型
取
り
を
２
月　

日
２４

〜　

日
の
間
に
行
い
ま
す
（
日

２６
時
・
会
場
に
つ
い
て
は
、
後
日

連
絡
し
ま
す
）

「
杉
並
演
劇
祭
」
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

　

杉
並
演
劇
祭
で
、
開
催
期
間

中
に
会
場
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
お

手
伝
い
し
て
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
し
ま
す
。

　
 

３
月　

日
�
〜　

日
�
、

１９

２２

　

日
�
〜　

日
�
の
う
ち
可
能

２６

２８

な
日 

セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅
里

１
―　

―　

）
ほ
か 

会
場
設

２２

３２

営
・
会
場
整
理
な
ど 

区
内
在

時

場対

定

申

問

他
時

場

内対

住
・
在
勤
・
在
学
で　

歳
〜　

１８

２５

歳
の
方 

・ 

電
話
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
、
２
月　

日
ま
で
に

２７

文
化
・
交
流
協
会
�
５
３
１
１
‐

７
０
３
５
�
５
３
１
１
‐
７
０

３
８
へ
（
月
曜
〜
金
曜
の
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
） 

従
事
者

を
対
象
と
し
た
事
前
説
明
会

を
、
３
月
４
日
�
午
後
６
時
か

ら
区
役
所
で
行
い
ま
す

�
方
南
ふ
れ
あ
い
の
家 

介
護
職
員

　
 

勤
務
内
容
＝
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
で
の
介
護
業
務
▽
勤
務
日
等

＝
毎
週
月
曜
・
水
曜
・
金
曜
の

う
ち
週
二
日
〜
三
日
（
要
相

談
）、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
七
時
間
勤
務
）
▽
資
格
＝
ヘ

ル
パ
ー
二
級
以
上
、
運
転
が
で

き
る
方
（
軽
自
動
車
）
▽
時
給

＝
一
〇
〇
〇
円
▽
募
集
人
数
＝

若
干
名 

履
歴
書
を
郵
送
か
フ

ァ
ク
ス
で
、
方
南
ふ
れ
あ
い
の

家
（
〒　

‐
０
０
６
２
方
南
１

１６８

―　

―　

�
５
３
５
５
‐
０
６

５２

１４

１
２
）
へ 

同
ふ
れ
あ
い
の
家

�
５
３
５
５
‐
０
６
１
１

小
学
校
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
（
非
常
勤
職
員
）

　
 

応
募
資
格
＝
臨
床
心
理
士

の
資
格（
取
得
見
込
者
を
含
む
）

を
有
し
、
教
育
相
談
に
関
し
て

専
門
的
知
識
を
有
す
る
方
▽
勤

務
内
容
＝
区
立
小
学
校
児
童
へ

の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
保
護
者

と
の
相
談
な
ど
▽
勤
務
日
＝
月

一
〇
日
（
７
・
８
月
、
土
曜
・

日
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除

く
）
▽
勤
務
時
間
＝
午
前
９
時

〜
午
後
５
時　

分
（
実
働
八
時

４５

間
）
▽
報
酬
＝
一
万
二
九
〇
〇

円
（
日
額
、　

年
度
予
定
）
▽

１６

募
集
人
員
＝
五
名
程
度 

写
真

を
は
っ
た
履
歴
書
を
郵
送
で
、

申

問

他

内

申
問

内

申

２
月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
済

２１

美
教
育
研
究
所
（
〒　

‐
０
０

１６６

１
３
堀
ノ
内
２
―
５
―　

）
へ

２６

 

同
研
究
所
�
３
３
１
１
‐
０

０
２
１

高
齢
者
支
援
ワ
ー
カ
ー

嘱
託
員　

　
 

勤
務
期
間
＝
４
月
１
日
〜

　

年
３
月　

日
▽
勤
務
場
所
＝

１７

３１

区
内
敬
老
会
館
・
保
健
セ
ン
タ

ー
な
ど
（
巡
回
）
▽
資
格
条
件

＝
福
祉
系
の
専
門
学
校
以
上
の

卒
業
者
お
よ
び
卒
業
見
込
者
で

　

歳
位
ま
で
の
方
▽
勤
務
日

５０数
・
時
間
・
報
酬
＝
月
一
六
日
、

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

３０

１５

分
（
月
曜
〜
金
曜
）、
月
額
一
五

万
円
以
上
（
年
齢
に
応
じ
て
加

算
あ
り
）
▽
募
集
人
員
＝
若
干

名
▽
選
考
方
法
＝
筆
記
（
作

文
）・
面
接
▽
そ
の
他
＝
社
会
保

険
、
交
通
費
支
給
、
有
給
休
暇

あ
り 

履
歴
書
（
写
真
付
）
を

郵
送
ま
た
は
持
参
で
、
２
月　
２１

日
（
必
着
）
ま
で
に
高
齢
者
在

宅
サ
ー
ビ
ス
課
へ 

同
課

�
�
杉
並
区
ス
ポ
ー
ツ
振
興

財
団 

施
設
運
営
協
議
会
委
員

　

区
立
体
育
施
設
の
管
理
運
営

や
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
企
画
・
実

施
な
ど
財
団
の
業
務
に
、
委
員

と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
協
力

し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
 

任
期
＝
４
月
１
日
〜　

年
１８

３
月　

日
▽
謝
礼
＝
一
回
一
〇

３１

〇
〇
円
▽
募
集
人
数
＝
四
〇
名

程
度 

区
内
在
住
の　

歳
以
上

１８

で
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
熱
意
と

理
解
が
あ
る
方 

申
込
書
（
ス

ポ
ー
ツ
振
興
財
団
、
区
立
体
育

施
設
、
社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課

に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を

問
内

申

問

内
対

申

記
入
し
、
３
月
１
日
（
必
着
）

ま
で
に
�
杉
並
区
ス
ポ
ー
ツ
振

興
財
団
（
〒　

‐
０
０
０
４
阿

１６６

佐
谷
南
１
―　

―
２
み
な
み
阿

１４

佐
ケ
谷
ビ
ル
八
階
）
へ
郵
送
ま

た
は
持
参 

同
財
団
�
５
３
０

５
‐
６
１
６
１

�
杉
並
区
社
会
福
祉
協
議
会 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
協
力
会

員
、
利
用
会
員

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て
の
手
助

け
が
で
き
る
方
（
協
力
会
員
）

が
地
域
の
中
で
、
子
育
て
の
手

助
け
を
し
て
欲
し
い
方
（
利
用

会
員
）
の
援
助
を
す
る
会
員
制

の
組
織
で
す
。

　

お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
す
る

の
は
、
基
本
的
に
は
協
力
会
員

の
お
宅
で
す
。
謝
礼
は
一
時
間

八
〇
〇
円
（
平
日
）
で
す
。
関

心
の
あ
る
方
は
、
ま
ず
説
明
会

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
説
明
会

　
 

・ 

４
月　

日
�
＝
産
業

１３

商
工
会
館
（
阿
佐
谷
南
３
―
２

―　

）、
３
月
７
日
�
・
５
月
８

１９
日
�
＝
阿
佐
谷
地
域
区
民
セ
ン

タ
ー（
阿
佐
谷
南
１
―　

―　

）

４７

１７

／
時
間
は
い
ず
れ
も
、
午
前　
１０

時
〜　

時　

分 

当
日
、
直
接

１１

３０

会
場
へ 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
�
５
３
０
６
‐

７
１
７
７

杉
並
区
奨
学
生

　
 

今
春
、
高
等
学
校
・
高
等

専
門
学
校
・
専
修
学
校
（
高
等

課
程
）
に
入
学
予
定
の
方
で
、

区
内
に
一
年
以
上
住
み
、
独
立

の
生
計
を
営
む
保
護
者
と
同
居

し
、
経
済
的
理
由
で
修
学
が
困

難
な
方
（
た
だ
し
、
他
か
ら
奨

学
金
を
受
け
る
方
を
除
く
） 

問

時

場

申

問

対

内

金
額
＝
�
公
立
＝
月
額
奨
学
金

一
万
七
〇
〇
〇
円
以
内
、
入
学

準
備
金
一
〇
万
円
以
内
�
私
立

＝
月
額
奨
学
金
二
万
九
〇
〇
〇

円
以
内
、
入
学
準
備
金
三
〇
万

円
以
内
／
い
ず
れ
も
無
利
子
▽

返
還
方
法
＝
卒
業
の
一
年
後
か

ら
一
〇
年
以
内
に
返
還 

・ 

３
月
５
日
ま
で
に
学
務
課
就
学

奨
励
係
へ 

区
立
中
学
の
在
校

生
は
、
学
校
を
経
由
し
て
申
し

込
み
が
で
き
ま
す

精
神
障
害
の
あ
る
方
の

通
所
授
産
施
設
利
用
者

　
 

区
内
在
住
で
、
将
来
就
労

を
希
望
す
る
、
通
院
治
療
中
の

精
神
障
害
の
あ
る
方
（
知
的
障

害
、
精
神
作
用
物
質
に
よ
る
依

存
症
の
方
を
除
く
） 

喫
茶
営

業
や
軽
作
業
に
従
事
し
な
が
ら

自
分
の
ペ
ー
ス
、
体
力
に
合
っ

た
生
活
の
仕
方
や
仕
事
を
見
つ

け
て
い
き
ま
す
。
各
人
の
目
標

に
沿
っ
た
利
用
年
限
が
あ
り
ま

す
▽
通
所
日
時
＝
月
曜
〜
金
曜

日
の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
従
事
時
間
に
応
じ
て
工
賃
を

支
払
い
ま
す
） 

・ 

地
区
担

当
保
健
師
に
相
談
の
上
、
実
習

な
ど
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
地
域
生
活
支
援
係

�
３
３
９
１
‐
１
９
７
６
へ

申

問

他

対

内

申

問

  
痴  
呆  
性 
高
齢
者
家
族
安

ち 
ほ
う 
せ
い

ら
ぎ
支
援
事
業

　

痴
呆
の
症
状
の
あ
る
高
齢
者

を
家
庭
で
介
護
し
て
い
て
、
日

々
の
介
護
や
将
来
に
不
安
を
抱

え
て
い
た
り
、
ゆ
っ
く
り
眠
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
よ
う
な
家
庭
に
、
痴
呆

性
高
齢
者
の
介
護
経
験
者
で
あ

る
安
ら
ぎ
支
援
員
を
派
遣
し

て
、
お
話
を
伺
っ
た
り
、
短
時

間
の
高
齢
者
の
見
守
り
を
行
い

ま
す
。

　
 

月
曜
〜
土
曜
日（
祝
祭
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）
の
午
前　
１０

時
〜
午
後
６
時
／
一
回
当
た
り

原
則
二
時
間
（
最
大
四
時
間
ま

で
） 

お
お
む
ね　

歳
以
上
の

６５

痴
呆
性
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護

し
て
い
る
家
族 

一
時
間
一
一

〇
〇
円
と
交
通
費
実
費
／
派
遣

時
間
二
〇
時
間
ま
で
は
一
時
間

五
〇
〇
円
。介
護
保
険
料
が
一
・

二
段
階
の
世
帯
に
つ
い
て
は
全

額
免
除 

・ 

高
齢
者
在
宅
サ

ー
ビ
ス
課
在
宅
支
援
係
へ

区
議
会
を
傍
聴
し
ま
し

ょ
う

　

第
一
回
区
議
会
定
例
会
は
、

２
月　

日
�
に
開
会
さ
れ
る
予

２０

定
で
す
。本
会
議
や
委
員
会
は
、

定
員
の
範
囲
内
で
ど
な
た
で
も

傍
聴
で
き
ま
す
。

　
 

当
日
、
直
接
区
議
会
事
務

局
（
区
役
所
中
棟
三
階
）
へ 

区
議
会
事
務
局 

�
日
程
の
問

い
合
わ
せ
は
、
２
月　

日
以
降

１６

に
お
願
い
し
ま
す
�
手
話
通
訳

を
希
望
す
る
方
は
、
希
望
日
の

四
日
前
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い

時
対

費

申

問

申

問

他

家
族
の
こ
こ
ろ
の
悩
み

無
料
特
別
相
談
日

　

お
子
さ
ん
の
こ
と
、
家
族
の

こ
と
で
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
家
族
の
こ

こ
ろ
の
問
題
の
専
門
家
「
家
族

相
談
士
」が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

（
区
後
援
）

　
 

３
月
８
日
�
午
前　

時
〜

１０

午
後
４
時 

日
本
家
族
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
協
会
（
高
円
寺
南
１

―　

―
４
Ｋ
Ｉ
ビ
ル
二
階
） 

１０
引
き
こ
も
り
な
ど
の
子
ど
も
の

問
題
、
そ
の
他
家
族
間
の
心
理

的
問
題
に
関
す
る
相
談
援
助 

区
内
在
住
の
方 

二
〇
名 

無

料 

電
話
で
、
日
本
家
族
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
協
会
事
務
局
�
３

３
１
６
‐
１
９
５
５
（
当
日
の

申
し
込
み
は
�
６
７
６
５
‐
６

７
０
５
）
へ
（
先
着
順
） 

同

協
会
事
務
局

イ
ラ
ン
南
東
部
地
震
救

援
金
の
報
告

　

皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
救
援
金
は
、
総
額
一
五
万

四
二
四
〇
円（
１
月　

日
現
在
）

３０

と
な
り
、
２
月
３
日
�
に
日
本

赤
十
字
社
あ
て
に
送
金
し
ま
し

た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
 

地
域
福
祉
係

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル

ス
（
Ｋ
Ｈ
Ｖ
）
病
の
ま

ん
延
防
止

　

現
在
、
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ

ル
ス
（
Ｋ
Ｈ
Ｖ
）
病
に
よ
る
コ

イ
の
大
量
死
が
全
国
の
河
川
や

釣
り
堀
な
ど
で
発
生
し
て
い
ま

す
。　

年　

月　

日
に
は
、
都

１５

１１

２０

内
で
も
感
染
し
た
コ
イ
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
病
気
は
、

コ
イ
以
外
の
魚
や
人
に
は
感
染

時

場

内対

定

費

申

問

問

し
ま
せ
ん
が
、
水
を
介
し
て
コ

イ
に
感
染
す
る
可
能
性
も
あ
る

の
で
、
大
き
な
被
害
が
発
生
す

る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
病
気
の
ま
ん
延
を

防
止
す
る
た
め
、
次
の
こ
と
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
当
分
の
間
、
河
川
や
池
な
ど

に
コ
イ
（
マ
ゴ
イ
・
ニ
シ
キ
ゴ

イ
）
を
放
流
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

�
河
川
や
池
な
ど
で
釣
っ
た
コ

イ
の
持
ち
帰
り
や
、
自
宅
な
ど

で
飼
育
し
て
い
る
コ
イ
の
他
の

場
所
へ
の
移
動
な
ど
は
控
え
て

く
だ
さ
い
。

◇
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス

（
Ｋ
Ｈ
Ｖ
）
病
と
は

・
コ
イ
特
有
の
病
気
で
、
他
の

魚
に
は
感
染
し
ま
せ
ん
。

・
感
染
し
た
魚
を
、
人
が
食
べ

て
も
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
感
染
し
た
コ
イ
が
い
る
と
、

水
を
介
し
て
感
染
が
広
が
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

・
感
染
力
が
強
く
現
在
の
と
こ

ろ
治
療
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
法
律
で
特
定
疾
病
に
指
定
さ

れ
た
病
気
で
す
。

　
 

都
産
業
労
働
局
農
林
水
産

部
水
産
課
�
５
３
２
１
‐
１
１

１
１
（
代
表
）、
�
５
３
２
０
‐

４
８
４
７
（
直
通
）
ま
た
は
区

環
境
課
公
害
対
策
係

問

土曜日のパパママ学級
３月６日�午後１時～３時３０分
和泉保健センター（〒１６８‐００６３和泉４
‐５０‐６�３３１３‐９３３１）
　【対象】区内在住の当日妊娠２０週以上の初産の
カップル１６組（抽選）【参加費】無料【申込み】往復
ハガキに２人の氏名・住所・電話番号・出産予定
日・返信用の宛先を書いて、２月２３日 （必着）まで
に同保健センターへ

東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京京都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババババーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパスススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススス東京都シルバーパス
��������	
��

　シルバーパスは、満７０歳になる月の初
日から利用できます。最寄りのバス営業
所・案内所に直接お申し込みください。
　 �東京バス協会�５３０８‐６９５０問



「広報すぎなみ」は、新聞折り込みで配布しているほか、区の施設と、区内の各駅・公衆浴場・郵便局・病院などに置いてあります。「点字広報」「声の広報
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NO.1668●５ 平成１６（２００４）年２月１１日（水曜日）

�区民体育祭スポーツ・レクリエーション大会
◇ラジオ体操大会
　 ２月２９日�午前９時３０分集合（雨天の場合は午前９時４５分・上履き持参） 
沓掛小学校（清水３‐１‐９） ＮＨＫラジオ体操指導・多胡肇 区内在住・在
勤・在学の方 無料 当日、直接会場へ 区ラジオ体操連盟・榎本�３３９６‐０７５３
 車での来場はご遠慮ください
�杉並区スキー選手権大会（城西地区親善スキー大会）
　 ３月２１日�（区後援) 菅平大松山スキー場 種目＝大回転 小学生以上で
区内在住・在勤・在学の方および区スキー連盟会員の方 杉並区スキー選手権大
会＝５００円、城西地区親善スキー大会＝３０００円（口座振込で、みずほ銀行方南町
支店「普通口座８０３４５７６杉並区スキー連盟　北島英夫」へ） ・ 所定の申込用
紙（区立体育施設・社会教育スポーツ課にあります）に必要事項を書いて、郵送
またはファクスで３月１日（必着）までに区スキー連盟・北島英夫（〒１６６‐００１２
和田１‐３５‐３�・�３３８１‐６６０７）へ（午後７時～１１時３０分）
�杉並区チャリティーゴルフ大会
　 ３月２２日�午前８時～(区後援） 東松山カントリー倶楽部（埼玉県東松山
市大谷） 区内在住・在勤・在学の方 １００名（先着順） ５０００円（別にプレー
費１万４０００円、食事代含む）、チャリティー費＝１口１０００円 往復ハガキまたは
ファクス（２面記入例参照）に生年月日・ＨＣも書いて、３月５日（必着）まで
に区ゴルフ連盟事務局（〒１６６‐０００１阿佐谷北２‐３３‐２�３３３９‐４５４５）へ 同
事務局�３３３９‐８２２６

 

�私をスキーに連れてって　その弐～菅平高原は、ｏｈさわぎの巻
　 ３月２７日�～２９日��長野県菅平高原スキー場 スキーの講習会 区内在
住・在学の中・高校生で説明会を含めて全日程参加できる方 ４５名（抽選） １
万８０００円（説明会で集めます） ２月１２日～２４日に�往復ハガキに参加者氏名

時 場
師 対

費 申 問
他

時 場 内 対
費

申 問

時 場
対 定 費

申

問

スポーツ教室　

時 場 内 対
定 費

申

（ふりがな)・年齢・学校名・学年・住所・電話番号・保護者署名を書いて、成田
西児童館（〒１６６‐００１６成田西３‐１０‐３８）へ（消印有効）�各児童館で申込書
に返信用５０円ハガキを添えて申し込む 成田西児童館�３３９１‐１８５７ 説明会を３
月１３日�午後４時～６時に行います
�サウンドテーブルテニス
　鈴の入ったピンポン玉を、音を頼りに打ち合う競技です。
　 ２月２２日�午前９時～午後１時 荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２） 区内在
住・在勤・在学の視覚障害のある方 ２０名 無料 当日、直接会場へ 荻窪体
育館�３２２０‐３３８１
�気軽にフィットネス～中高年の体力づくり
　４０歳以上の方を対象に、生活習慣病予備軍や体力の低下などの問題を、運動面
から改善するプログラムをアドバイスします。
　 ２月２５日�午前９時～１１時 上井草スポーツセンター・トレーニングルーム
（上井草３‐３４‐１） 区内在住・在勤・在学で４０歳以上の方 ２０名 ４００円
（入場料） ・ 前日までに電話で、上井草スポーツセンター�３３９０‐５７０７へ
�健康・体力づくり指導者養成講習会
　いろいろな場面で健康・体力づくりの指導者として頑張っている人や、または
そのような事業に興味を持つ人たちを対象にした講習会です。主に中高齢者を指
導する上で必要な知識や、すぐに指導の現場で生かせるヒントを学ぶことができ
ます。さらにレベルアップを目指したい、またこれから指導者を目指そうという
皆さん、ぜひご参加ください。
　 ・ �３月２日＝自立した生活を送るために～筋力を中心とした高齢者の身
体特性�９日＝高齢者の運動指導の留意点�１６日＝高齢者の運動プログラム～演
習・イスを使った運動など／時間はいずれも、火曜日の午後６時３０分～８時３０分
（計３回） 荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２） 余暇問題研究所・山崎律子、橋本
和秀 ３０名（抽選） １０００円 往復ハガキ（２面記入例参照）に主な指導歴も
書いて、２月２６日（必着）までに�杉並区スポーツ振興財団（〒１６６‐０００４阿佐
谷南１‐１４‐２みなみ阿佐ケ谷ビル８階）へ 同財団�３３１２‐２１１１（区代表）

問 他

時 場 対
定 費 申 問

時 場
対 定 費

申 問

時 内

場 師
定 費 申

問

競技大会

★
児
童
虐
待
等
通
年
相
談
窓
口

の
開
設

　

都
で
は
、
深
刻
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
児
童
虐
待
問
題

な
ど
に
迅
速
に
対
応
す
る
た

め
、
緊
急
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
通

年
対
応
す
る
相
談
窓
口
を
、
２

月
７
日
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
 

毎
週
土
･
日
曜
日
、
祝
日

（
年
末
年
始
含
む
）
午
前
９
時

〜
午
後
５
時 

東
京
都
児
童
相

談
セ
ン
タ
ー
（
新
宿
区
戸
山
３

―　

―
１
�
３
２
０
８
‐
１
１

１７
２
１
） 

平
日
の
相
談
は
、
東

京
都
杉
並
児
童
相
談
所
（
南
荻

時

場

他

窪
４
―　

―
６
�
５
３
７
０
‐

２３

６
０
０
１
）
へ

★
税
理
士
に
よ
る
税
の
無
料
相

談
会 

　
 

２
月　

日
�
、
３
月
６
日

２１

�
午
前　

時
〜
午
後
４
時
（
正

１０

午
〜
午
後
１
時
を
除
く
） 

東

京
税
理
士
会
杉
並
支
部
（
阿
佐

谷
南
３
―
１
―　

サ
ン
ア
サ
ガ

３３

ヤ
ビ
ル　

） 

�
確
定
申
告
全

２０１

般
の
相
談
�
銀
行
な
ど
か
ら
の

借
入
に
よ
り
自
宅
を
取
得
し
た

方
ま
た
は
増
改
築
し
た
方
が
、

確
定
申
告
に
よ
り
税
額
控
除
を

受
け
る
た
め
の
相
談
�
土
地
建

物
な
ど
を
譲
渡
し
た
方
が
、
確

定
申
告
を
す
る
場
合
の
相
談

 

・ 

電
話
で
、
東
京
税
理
士

会
杉
並
支
部
�
３
３
９
１
‐
１

０
２
８
へ
予
約
を
し
て
く
だ
さ

い
（
相
談
時
間
は
一
人
当
り
三

時

場

内

申

問

〇
分
程
度
）

★
�
杉
並
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー

育
児
支
援
サ
ー
ビ
ス
・
家
事
援

助
サ
ー
ビ
ス
講
習
会

　
 

・ 

右
表
の
と
お
り 

シ

時

内

場

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
荻
窪
分

室
（
荻
窪
２
―　

―
３
） 

区

２９

内
在
住
の
お
お
む
ね　

歳
〜　

６０

６５

歳
で
全
日
程
に
出
席
し
、
講
習

会
終
了
後
、
同
セ
ン
タ
ー
会
員

と
し
て
育
児
・
家
事
援
助
サ
ー

対

ビ
ス
関
連
の
仕
事
が
で
き
る
方

 

各
二
〇
名
（
選
考
） 

・ 

電
話
で
、
２
月　

日
ま
で
に
同

１８

セ
ン
タ
ー
�
３
３
１
７
‐
２
２

１
７
へ

定

申

問

〈育児支援サービス・家事援助サービス講習会〉
内　　　容月　日講習会名

講義「シルバー人材センター
における育児支援サービス」２月２５日�

育児支援
サービス
講習会

実技実習（もく浴ほか）　　２６日�

講義「子どもの心理、特徴等」　　２７日�

講義「シルバー人材センター
における家事援助サービス」３月１日�

家事援助
サービス
講習会

講義「お客様に好かれるサー
ビスマナーと安全衛生」　　２日�

講義「合理的な掃除とは」　　３日�

講義「早くて簡単な日常料理」　　４日�

調理実習　　５日�

※時間は、いずれも午後１時３０分～３時３０分。

�

�

�

�

���������������������
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

問合せ主な内容日　時審議会名審
議
会
の
お
知
ら
せ

企画課
１５年度行政評価
に関する外部評
価

３月１日�
午後３時～

杉並区外部
評価委員会

※日時は変更する場合があります。

　

区
は
、
鉄
道
駅
を
中
心
と

し
た
一
定
の
地
区
に
お
け
る

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
す

る
た
め
、「
杉
並
区
交
通
バ
リ

ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
」
を
策

定
し
、
重
点
整
備
地
区
を
定

め
ま
し
た
。

◇
重
点
整
備
地
区

　

高
円
寺
・
新
高
円
寺
・
東

高
円
寺
の
三
駅
を
含
む
高
円

寺
地
区
を
重
点
整
備
地
区
に

選
定
し
ま
し
た
。

　
　

年
度
を
目
標
に
し
て
、

２２
駅
舎
改
良
、
歩
道
や
信
号
機

の
改
良
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

◇
他
の
地
区
で
の
取
組
み

　

基
本
構
想
の
策
定
に
あ
た

り
、
区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
高
円
寺
以
外

の
地
区
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
高
井
戸
駅
・
下
井
草
駅
を

準
重
点
整
備
地
区
に

　

高
井
戸
駅
は
、
駅
前
の
環

状
八
号
線
横
断
歩
道
橋
と
駅

舎
の
一
体
的
な
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
、
下
井
草
駅
は
、
北
口

新
設
と
駅
舎
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
課
題

の
解
決
に
向
け
て
、
関
係
機

関
と
引
き
続
き
協
議
を
行
っ

て
い
く
た
め
、
区
独
自
の
考

え
で
、
準
重
点
整
備
地
区
と

位
置
付
け
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、
高
井
戸
駅
は
、
都
・
区
・

京
王
電
鉄
�
に
よ
る
協
議
の

場
を
発
足
さ
せ
、
横
断
歩
道

橋
と
駅
舎
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
下
井
草
駅
は
、　
１８

年
度
を
目
途
に
駅
舎
を
橋
上

化
す
る
と
共
に
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を

設
置
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
行
う
予
定
で
す
。

▼
荻
窪
駅
を
課
題
地
区
に

　
　

年
度
の
完
成
を
目
指
し

１７
て
、
駅
南
側
道
路
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
と
地
下
コ
ン
コ
ー

ス
南
側
に
新
た
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
整
備
す
る
工
事
に
着

手
し
て
い
ま
す
。
北
側
は
、

Ｊ
Ｒ
の
構
内
で
あ
る
た
め
、

現
在
Ｊ
Ｒ
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
設
置
に
向
け
て
協
議
を
行

っ
て
い
ま
す
。
西
口
・
南
側

に
つ
い
て
も
、
Ｊ
Ｒ
と
営
団

地
下
鉄
を
直
接
結
ぶ
経
路
の

整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
関
係
者
間

の
取
り
組
み
が
す
で
に
始
ま

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
区
独

自
の
考
え
で
、
課
題
地
区
と

位
置
付
け
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
基
本
構
想
で

取
り
上
げ
た
地
区
以
外
に
つ

い
て
も
、
課
題
や
問
題
点
を

整
理
し
、
区
議
会
で
の
動
向

な
ど
も
踏
ま
え
、
関
係
事
業

者
や
行
政
機
関
と
連
携
し
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
方
策
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

☆

　

詳
細
は
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。ま
た
、

概
要
版
は
次
の
場
所
に
あ
り

ま
す
。

▼
概
要
版
配
布
場
所

　

都
市
計
画
課
、
保
健
福
祉

部
管
理
課
、障
害
者
施
策
課
、

高
齢
者
施
策
課
、
区
政
資
料

室
、
区
民
事
務
所
・
分
室
、

駅
前
事
務
所
、
図
書
館
、
杉

並
保
健
所
、保
健
セ
ン
タ
ー
、

福
祉
事
務
所
、
障
害
者
福
祉

会
館
、
高
円
寺
障
害
者
交
流

館

� �

 都市計画課問
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「杉並区交通バリアフリー基本構想」を策定しました
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杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

平成１６（２００４）年２月１１日（水曜日）

　このコーナーでは、各地域の集会施設運営
協議会が企画した講座や、委員の皆さんが取
材したまちの話題を中心に、地域の情報をお
届けします。

�
２
〜
３
月
の
催
し
と
教
室

　

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
と
区
民

集
会
所
で
２
〜
３
月
に
開
催
す

る
催
し
と
各
種
教
室
（
左
表
）

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
催
し
は
、
記

事
中
の
申
込
方
法
（
申
込
先
は

７
面
下
参
照
）
で
、
各
種
教
室

は
、
往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記
入

例
参
照
）
で
、
表
中
の
各
締
切

日
（
必
着
）
ま
で
に
該
当
の
施

設
へ
（
抽
選
）。

　

詳
し
い
内
容
や
託
児
の
有
無

に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、

直
接
該
当
の
施
設
へ
。

〈２～３月の各種教室〉
申込締切費用開催日・時間教室・講座名・内容／講師（定員）

�高円寺地域区民センター（〒１６６‐００１１　梅里１‐２２‐３２）

２月２３日
参加費５００
円、貸靴代
３００円

３月８・１５・２２日（計３回）
午前の部＝１０時～正午
午後の部＝１時～３時

初心者ボウリング教室（会場＝荻窪ユアボウル）
※午前・午後の部いずれかを明記、マイボール、靴持ち込
み不可　　　　　　　　　　　　（午前・午後の部・各２０）

２月１９日
１００円

（保険料を
含む）

３月３日　午前１０時～正午
トレーニング機器講習会（区民センター共通修了書発行の
ため３�×２．５�の写真１枚持参）／岩月華子

（１６歳以上・１０）

２月１８日無料
２月２７日、３月５・１２・１９
日
午後１時３０分～３時３０分

大人のための童謡講座～童謡にこめられた歌詞の意味、歌
われた背景などを学び、楽しくうたいましょう！／長尾満
里　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （２０）

２月２５日各２０００円
平日コース＝３月１７・１８日
土曜コース＝３月２０・２７日
いずれも午前１０時～正午

大人のためのビーズ教室～おしゃれなかわいいビーズアク
セサリーを習いませんか？「指輪・ペンダントと動物」を
作ります／元井幸子　　　　　　　　　　　 （各コース１５）

�阿佐谷地域区民センター（〒１６６‐０００４　阿佐谷南１‐４７‐１７）

２月２４日無料３月６日
　午後１時３０分～３時３０分

講演「ちゅらさん」ブームの虚実～知られざる沖縄・７つ
の魅力／元ＮＨＫ沖縄放送局長・座間味朝雄　　　　（５０）

２月２４日４００円（材料
費含む）

３月５・１２・１９・２６日
午後１時３０分～３時３０分

はじめての似顔絵～身近な人や話題の人々を楽しく描いて
みませんか／宇田川のり子　　　　　　　　　　　　（３０）

２月２４日１０００円（材
料費含む）

３月１１・１８・２５日
　午後１時３０分～３時３０分

新しい布染め花「装い花」～染めから作る布花のコサージ
ュ／橋本麗花　　　　　　　　  　　　　　　　　　（３０）

　　無料２月２１日　午後２時～３時土ようえほんとおはなしの会／ご本・お話だいすき会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （参加自由）

　　無料２月２８日　午後２時～土ようえほんとおはなしの会　ひなまつりスペシャル／三
つのりんご、ご本・お話だいすき会　　　　　　 (参加自由）

　　無料３月６日　午後２時～３時土ようえほんとおはなしの会／ＯＲＣＡわーるど
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (参加自由）

�荻窪地域区民センター（〒１６７‐００５１　荻窪２‐３４‐２０）

２月２３日
３００円

（資料代を
含む）

３月２・９・１６・２３日
午後１時３０分～３時３０分

指圧教室～病気の予防と老化の防止に役立つ家庭指圧の実
技演習を行います。好評につき定員枠を拡大しました
／石橋信夫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３０）

�西荻地域区民センター（〒１６７‐００３４　桃井４‐３‐２）

２月２５日
１００円

（保険料・
資料代）

３月９・１６・２３日
午前１０時～正午

「マッサージ」入門～家族の疲労回復と健康保持のために、
家庭でできるマッサージを身につけませんか／菅井孝雄　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２０）

２月２８日

第１回＝
５００円、第２
回＝４００円
（持ち帰り
用箱代込）

第１回＝３月１３日
午後１時～３時３０分

第２回＝３月１６日
午前１０時～午後０時３０分

カフェで人気のお菓子を手作りで…～第１回＝サワークリ
ームコーヒーケーキ＆いちごのババロア／第２回＝ダコワ
ーズカフェ＆なめらかプリン（各回ともコーヒー付き、親子
での参加も可）／鶴巻香　　　　 ※希望日を記入（各回２４）

�井草地域区民センター（〒１６７‐００２２　下井草５‐７‐２２）

２月１５日
１００円

（保険料を
含む）

２月２１日　午後１時～３時

あつまれおいしいものたんけん隊～焼き芋編・小枝と落ち
葉を使ってたき火を起こし、焼き芋をします。焼ける間に
昔ながらの日本の遊びを楽しみます／松井菊子・六車貴美
子・保坂一久（会場＝沓掛小学校）
　　　　　　　　　　　　　　　　（保護者と小学生・２０）

　　無料※
３月１３日

午後１時３０分～３時３０分
（２時３０分受付終了）

おもちゃの病院～こわれたおもちゃを修理します（原則と
して１人１点、先着順）／松尾達也ほか　　　（参加自由）

�高井戸地域区民センター（〒１６８‐００７２　高井戸東３‐７‐５）

２月２１日１００円３月３・１０・１７・２４日
午前１０時～正午石仏は教えてくれる／守屋哲雄　　　　　　　　　　（３０）

２月２１日
１２０円

（保険料を
含む）

３月１４日　
午前１０時～午後１時

３月トレーニング機器講習会～トレーニング室を利用する
ための事前講習会（写真１枚３�×２.５�持参）／宮田秀幸

（１６歳以上・１０）

　　無料３月４・１１・１８・２５日　
午後３時３０分～４時

おはなしひろば～絵本の読み聞かせ・手遊びなど／バンビ
文庫、ロバの会、上高井戸児童館読み聞かせグループ、ジ
ルベルトの会　　　　　　　　　　　　　　　（参加自由）
※は、実費がかかる場合があります。

 
こ
ど
も
ま
つ
り
―
早
春
の

一
日
、
お
も
し
ろ
お
か
し
く

遊
び
に
お
い
で

　

お
父
さ
ん
も
、お
母
さ
ん
も
、

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
遊
び
に
来

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
 

２
月　

日
�
午
前　

時
〜

２２

１０

午
後
３
時
（
雨
天
決
行
） 

不

思
議
な
シ
ャ
ボ
ン
玉
シ
ョ
ー
、

こ
ど
も
和
太
鼓
、
み
ん
な
で
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
、
作
品
展
示
（
地

域
の
小
学
校
）、ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
（
綿
菓
子
・
参
加
賞
引
換
券

永
福
和
泉
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時

内

付
）、
児
童
館
コ
ー
ナ
ー
、
的
あ

て
、
さ
か
な
つ
り
、
リ
サ
イ
ク

ル
本
、
お
も
ち
ゃ
の
病
院
（
部

品
代
の
み
有
料
、
受
付
は
午
後

１
時
ま
で
）、杉
並
消
防
署
永
福

出
張
所
に
よ
る
防
災
教
室
、
交

通
安
全
指
人
形
劇
（
高
井
戸
警

察
署
、
高
井
戸
安
全
協
会
婦
人

部
）、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
模
擬
店
、
互
楽

会
の
お
だ
ん
ご
販
売
、
ア
ゲ
イ

ン
の
ク
ッ
キ
ー
販
売
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん 

当
日
、
直
接
同
セ

ン
タ
ー
へ 

図
書
コ
ー
ナ
ー
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
は
平
常
通
り

利
用
で
き
ま
す

申他

 
�
土
曜
日
の
音
楽
会 

春
を
う
た
う
メ
ゾ
ソ
プ

ラ
ノ
コ
ン
サ
ー
ト 

―
春
の
足
音
が
聞
こ
え
ま
す

か
、
あ
な
た
の
心
に

　

早
春
の
一
日
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

　
 

３
月　

日
�
午
後
６
時
開

１３

演 

出
演
＝
更
科
寿
子
、
中
山

博
之
（
伴
奏
）
▽
曲
目
＝
「
ど

こ
か
で
春
が
」、「
春
よ
来
い
」、

歌
曲
よ
り
「
ね
む
の
花
」、「
郵

便
馬
車
」
ほ
か 

八
〇
名 

無

料 

当
日
、
直
接
同
集
会
所
へ

 

永
福
和
泉
地
域
区
民
セ
ン
タ

ー 

４
月
以
降
の
出
演
者
募
集

中
 

リ
エ
ー
ル
・
ス
プ
リ
ン

グ
コ
ン
サ
ー
ト

　

三
重
奏
団
「
リ
エ
ー
ル
」
は

地
域
で
活
動
し
て
い
る
音
楽
グ

ル
ー
プ
で
す
。
春
の
ひ
と
時
、

す
て
き
な
時
間
を
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

　
 

３
月　

日
�
午
後
２
時
〜

１３

４
時 

出
演
＝
古
田
悠
子
（
フ

ル
ー
ト
）、
砂
川
誠
子
（
バ
イ
オ

リ
ン
）、高
柳
和
子（
ピ
ア
ノ
）▽

曲
目
＝
第
一
部
（
ク
ラ
シ
ッ
ク

編
）＝
エ
ル
ガ
ー「
愛
の
挨
拶
」、

モ
ン
テ
ィ「
チ
ヤ
ル
ダ
ッ
シ
ュ
」

ほ
か
／
第
二
部（
春
シ
リ
ー
ズ
）

＝
宮
城
道
雄
「
春
の
海
」、
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン
「
ス
プ
リ
ン
グ
ソ
ナ

タ
」、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
「
春

の
歌
」
ほ
か 

九
〇
名
（
抽
選
）

 

無
料 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面

記
入
例
参
照
・
二
名
ま
で
連
記

可
）
で
２
月　

日
（
必
着
）
ま

２０

で
に
同
セ
ン
タ
ー
「
リ
エ
ー
ル

下
高
井
戸
区
民
集
会
所

時内

定

費

申
問

他
阿
佐
谷
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時
内

定

費

申

実
行
委
員
係
」
へ

 
ア
ー
ト
展

　

グ
ル
ー
プ
や
個
人
、
地
元
の

小
・
中
学
生
の
作
品
を
展
示
し

ま
す
。

　

な
お
、
今
回
は
特
別
展
と
し

て
、
杉
並
ア
ニ
メ
振
興
協
議
会

の
協
力
を
得
て
、
ア
ニ
メ
に
関

す
る
展
示
（
ア
ニ
メ
の
で
き
る

ま
で
・
体
験
講
習
・
ビ
デ
オ
上

映「
サ
ヨ
ナ
ラ
、み
ど
り
が
池
」）

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
 

３
月
６
日
�
・
７
日
�
午

前　

時
〜
午
後
４
時 

絵
画

１０
（
油
絵
・
水
墨
画
・
ク
ロ
ッ
キ

ー
・
淡
彩
画
）、
絵
手
紙
、
俳

句
、
川
柳
（
色
紙
・
短
冊
）、
書

道
（
書
・
て
ん
刻
・
か
な
書
道
）、

写
真
、
華
道
、
彫
刻
、
工
芸
ほ

か 

当
日
、
直
接
同
セ
ン
タ
ー

へ�
区
民
セ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ 

実
演
と
講
演
会
「
ロ
ボ

ッ
ト
と
人
間
生
活
」

　

三
洋
電
機
と
テ
ム
ザ
ッ
ク
三

洋
が
共
同
開
発
し
た
家
庭
用
ロ

ボ
ッ
ト
、
番
犬
な
ら
ぬ
「
番
竜
」

の
実
演
と
、
人
間
生
活
と
の
兼

ね
合
い
に
つ
い
て
講
演
会
を
開

き
ま
す
。　

　
 

３
月　

日
�
午
後
２
時
〜

１３

４
時
（
１
時　

分
開
場
） 

テ

３０

ム
ザ
ッ
ク
三
洋
社
長
・
栖
関
泰

宏 

九
〇
名
（
先
着
順
） 

二

〇
〇
円 

当
日
、
直
接
同
セ
ン

タ
ー
へ

 
�
映
画
会 

「
た
そ
が
れ
清
兵
衛
」

　

私
た
ち
の
心
の
中
に
、「
た
そ

荻  
窪
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

時

内

申時

師

定

費

申

西  
荻
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

が
れ
清
兵
衛
」
は
い
る
。

　
 

２
月　

日
�
�
午
前　

時

１５

１１

�
午
後
２
時
（
各
回
と
も
三
〇

分
前
開
場
） 

映
画
「
た
そ
が

れ
清
兵
衛
」（
山
田
洋
次
監
督
、

真
田
広
之
主
演
） 

三
六
六
名

 

無
料 

当
日
、
直
接
同
セ
ン

タ
ー
へ

�
春
が
そ
こ
ま
で
や
っ
て
来
た 

セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

　
 

３
月
６
日
�
・
７
日
�
午

前　

時
〜
午
後
４
時
（
雨
天
決

１０
行
） 

演
技
発
表（
ホ
ー
ル
）、作

品
展
示
、
模
擬
店
多
数
、
児
童

館
・
東
京
土
建
組
合
（
木
工
作

り
）、
管
内
小
・
中
学
生
の
作
品

展
示
ほ
か 

当
日
、
直
接
同
セ

ン
タ
ー
へ

「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」
水

上
の
迷
宮
都
市

　

広
場
を
中
心
に
、
車
の
入
ら

な
い
石
畳
の
小
さ
な
路
地
が
続

く
、
そ
し
て
運
河
と
寺
院
。
光

と
影
。
中
世
の
町
並
み
が
生
か

さ
れ
て
、
活
気
あ
る
生
活
が
営

ま
れ
て
い
る
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
」。日
本
の
ま
ち
も
学
ぶ
こ
と

が
あ
り
そ
う
で
す
。

　
 

３
月　

日
�
午
後
１
時　

１４

３０

分
〜
３
時　

分 

法
政
大
学
工

３０

学
部
建
築
学
科
教
授
・
陣
内
秀

信 

八
〇
名
（
抽
選
） 

資
料

代
実
費 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面

記
入
例
参
照
）
で
、
２
月　

日
２９

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
同
セ
ン

タ
ー
へ

時

内

定

費

申

時
内

申

時

師

定

費

申
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w

w
w
.w
o
rk
.c
ity
.s
u
g
in

a
m
i.to
k
y
o
.jp
/jo
y
fu
l/

‐
２
５
２
１
�
３
３
９
７
‐

６
６
４
１
）へ（
水
曜
・
日
曜
・

祝
日
を
除
く
） 

同
協
会 

問

他

　

地
域
経
済
活
性
化
緊
急
プ

ラ
ン
の
一
環
と
し
て
、「
再
就

職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
（
第
二

回
）」
を
開
催
し
ま
す
。

　

再
就
職
に
向
け
て
の
実
践

的
な
知
識
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
場
を
提
供
し
、
早
期
の
再

就
職
の
実
現
を
援
助
し
ま

す
。
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
も
、

個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど

を
通
じ
て
、
就
職
活
動
を
応

援
し
ま
す
。

　
 

・ 

下
表
の
と
お
り 

勤
労
福
祉
会
館
（
桃
井
４
―

３
―
２
） 

区
内
在
住
の
再

就
職
活
動
を
行
っ
て
い
る　
２５

歳
以
上　

歳
未
満
の
方
で
全

６０

日
程
出
席
で
き
る
方 

三
〇

名
（
抽
選
） 

一
〇
〇
〇
円

 

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
・

ハ
ガ
キ（
２
面
記
入
例
参
照
）

で
、
２
月　

日
（
必
着
）
ま

２６

で
に
�
杉
並
区
勤
労
者
福
祉

協
会
（
〒　

‐
０
０
３
４
桃

１６７

井
４
―
３
―
２
�
３
３
９
７

時

内

場

対

定

費

申

〈手話講習会〉
定員内　　　容クラス日　時
５０名手話学習経験のない方向け初級

４月１０日～
１７年３月５
日
毎週土曜日
午前１０時～
正午
（計３８回）

昼
間
部

４０名手話学習経験１年程度の方
向け中級

３０名手話学習経験２年以上で手
話通訳者をめざす方向け

通訳者養成基本
クラス

２０名

手話学習経験３年以上で、
来年杉並区手話通訳者認定
試験を受験する方（応用ク
ラスのみ３２回）向け

通訳者養成応用
クラス

５０名手話学習経験のない方向け初級４月８日～
１７年３月３
日
毎週木曜日
午後７時～
９時
（計３８回）

夜
間
部

４０名手話学習経験１年程度の方
向け中級

３０名手話学習経験２年以上で手
話通訳者をめざす方向け

通訳者養成基本
クラス

２０名中途失聴の方（後天的に聴
覚障害者となった方）およ
び難聴の方向け

初級中途失聴
･難聴者 ２０名中級

※夏季､年末年始などには休講する場合があります。

　
 

・ 

下
表
の
と
お
り 

障

害
者
福
祉
会
館 

区
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
で
高
校
生
以
上
の

方 

無
料
（
教
材
費
は
自
己
負

担
） 

往
復
ハ
ガ
キ
（
２
面
記

入
例
参
照
）に
希
望
ク
ラ
ス（
昼

･
夜
間
部
別
）、
区
内
在
勤
・
在

学
者
は
勤
務
先
ま
た
は
学
校
名

も
書
い
て
、
２
月　

日
（
消
印

２５

有
効
）
ま
で
に
障
害
者
福
祉
会

館
運
営
協
議
会
事
務
局（
〒　

‐
１６８

０
０
７
２
高
井
戸
東
４
―　

―
１０

５
）
へ 

同
事
務
局
�
３
３
３

２
‐
６
１
２
１
�
３
３
３
５
‐

３
５
８
１ 

初
級
ク
ラ
ス
は
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

中
級
・
通
訳
者
養
成
ク
ラ
ス（
基

本
･
応
用
）
は
選
考
を
行
い
ま

す
。
選
考
日
は
後
日
申
込
者
に

通
知
し
ま
す

時

内

場

対

費
申

問
他

あなたの再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再再就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職再就職を実現します

◇再就職支援セミナー

　鳥類が感染するインフルエンザ｢鳥インフルエンザ｣のうち、
感染した鳥類が全身症状をおこし死亡するなどの強い病原性
を持つものは｢高病原性鳥インフルエンザ｣と呼ばれています。
　１５年末から1月末までに、韓国、ベトナム、カンボジア、台
湾、タイ、インドネシア、中国などで鶏やアヒルの感染が確認
され、ベトナムやタイでは人への感染も確認されています。国
内では、１月に山口県内の養鶏場の鶏の感染が確認されました
が、他の養鶏場への感染のひろがりや人への感染は確認されて
いません。
　人が鳥インフルエンザに感染するのは、病鳥と接触した場合
や、その内臓や排せつ物に接触した場合であり、鶏肉や鶏卵を
食べることによって感染した例はありません。
　今のところ、通常の生活の中で鳥インフルエンザに関する特
別な予防の必要はありませんが、鳥インフルエンザが流行して
いる地域で、生きた鳥類のいる施設（市場や養鶏場など）には、
不用意に近寄らないでください。
　 人への感染について＝杉並保健所保健予防課�３３９１‐１０２５
�鶏肉や卵などの食品について＝杉並保健所生活衛生課
�３３９１‐１９９１�鶏、アヒル、ウズラ、七面鳥について＝都産業
労働局農林水産部農業振興課�５３２０‐４８４５�その他の鳥につい
て＝都動物愛護相談センター�３３０２‐３５６７
※国立感染症研究所感染症情報センターのホームページ
「鳥インフルエンザに関するＱ＆Ａ」
http://idsc.nih.go.jp/others/topics/flu/QA040113.html
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高病原性鳥インフルエンザの流行高病原性鳥インフルエンザの流行

下高井戸区民集会所�５３７４－６１９２
〒１６８－００７３　下高井戸３－２６－１�第３水曜日

高円寺地域区民センター（セシオン杉並）
�３３１７－６６１１
〒１６６－００１１　梅里１－２２－３２�第２・第４木曜日、第２木曜日の前日

和田区民集会所�５３４０－６２７２
〒１６６－００１２　和田２－３１－２１�第１・第３月曜日

阿佐谷地域区民センター �３３１４－７２１１
〒１６６－０００４　阿佐谷南１－４７－１７�第２・第４火曜日、第３水曜日

井草地域区民センター�３３０１－７７２０
〒１６７－００２２　下井草５－７－２２�第１・第３木曜日、第３木曜日の前日

四宮区民集会所�３３９５－５０８５
〒１６７－００２３　上井草２－２８－１３�第２・第４火曜日

八成区民集会所�３３９４－０９８９
〒１６７－００２１　井草１－３－２�第２水曜日

高井戸地域区民センター �３３３１－７８４１
〒１６８－００７２　高井戸東３－７－５�第１・第３月曜日、２０日

上高井戸区民集会所�３３２９－０６０５
〒１６８－００７４　上高井戸１－１５－５�第２・第４月曜日

梅里区民集会所�３３１７－３３１０
〒１６６－００１１　梅里２－３４－２０�第１・第３火曜日

荻窪地域区民センター�３３９８－９１２５
〒１６７－００５１　荻窪２－３４－２０�第２・第４月曜日、２０日

本天沼区民集会所�５３１０－４６３３
〒１６７－００３１　本天沼２－１２－１０�第１・第３月曜日

西荻地域区民センター�３３０１－０８１１
〒１６７－００３４　桃井４－３－２�第２・第４水曜日、１０日

西荻南区民集会所�３３３５－５４４４
〒１６７－００５３　西荻南３－５－２３�第２月曜日

永福和泉地域区民センター �５３００－９４１１
〒１６８－００６３　和泉３－８－１８�第２・第４水曜日、１５日

方南区民集会所�３３２２－４２２５
〒１６８－００６２　方南１－２７－８�第１・第３水曜日

〈再就職支援セミナー（第２回）〉
１　グループセミナー

内　　　　　　　　容月　日
「適職分析」、「応募書類の基本学習」…「就職」という目標を明確
にする。「何がやりたくて、何ができるのか」、自己の強みを認識
し、キャリアの棚卸しを行う

３月１日�

「履歴書の書き方」、「職務経歴書の書き方�」…採用担当者の印
象に残る「履歴書」「職務経歴書」の書き方を解説。自分のレジュ
メを作成する

　　２日�

「職務経歴書の書き方�」、「就職先の探し方」…書類選考で一歩
先行するためのノウハウを習得。職業紹介機関の有効な活用法、
新聞・求人誌・インターネットの見方、応募方法を解説する

　　３日�

「面接セミナー」、「面接ワークショップ」…模擬面接を行い、他の
参加者の話し方や振る舞いから自身の悪い点を見直す。好感の
もたれる面接テクニックを解説する

　　４日�

※時間はいずれも、午後１時３０分～４時３０分。
２　個別カウンセリング
�各日とも、セミナー終了後（午後４時３０分～６時３０分）、全員を対象にキャ
リアカウンセリングを行います。
�セミナー期間終了後、再就職活動をサポートするため、１カ月間希望者に
キャリアカウンセリングを行います。

手

話

講

習

会
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講
演
会 

心
の
健
康

　

毎
日
さ
わ
や
か
に
過
ご
し
て

い
ま
す
か
。
も
っ
と
す
て
き
な

日
々
を
送
り
た
い
あ
な
た
に
。

　
 

３
月
６
日
�
午
前　

時
〜

１０

正
午 

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
・
松
田
輝
雄 

八
〇
名 

一

〇
〇
円
（
資
料
代
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往
復
ハ

ガ
キ
（
２
面
記
入
例
参
照
）
で
、
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草
地
域
区
民
セ
ン
タ
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時
師
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費

申

２
月　

日
（
必
着
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ま
で
に
同

２３

セ
ン
タ
ー
へ

 
春
ま
つ
り

　
 

３
月
７
日
�
午
前　

時
〜

１０

午
後
３
時
（
雨
天
決
行
） 

も

ち
つ
き
・
自
主
グ
ル
ー
プ
展
示
・

工
作
教
室
・
お
茶
席
・
模
擬
店

 

無
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当
日
、
直
接
同
集
会

所
へ 

井
草
地
域
区
民
セ
ン
タ

ー 四　
　

宮
区
民
集
会
所

時

内

費

申
問

 
�
春
ま
つ
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作
品
展
示
と
実
演
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す

　

恒
例
の
「
高
井
戸
地
域
区
民

セ
ン
タ
ー
春
ま
つ
り
」
を
４
月

　

日
�
・　

日
�
に
開
催
し
ま

１０

１１

す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
作
品
展
示

や
実
演
の
参
加
を
募
集
し
ま

す
。奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
 

展
示
作
品
＝
書
、
絵
画
、

手
工
芸
品
、
生
け
花
な
ど
▽
実

演
・
講
習
＝
簡
単
な
手
工
芸
で

人
に
教
え
ら
れ
る
も
の 

往
復

ハ
ガ
キ
に
�
展
示
作
品
の
大
き

さ
ま
た
は
実
演
の
内
容
�
住

高
井
戸
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

内

申

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
書
い

て
、
２
月　

日
（
必
着
）
ま
で

２８

に
同
セ
ン
タ
ー
へ 

申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
、
抽
選
ま
た
は

一
人
当
た
り
の
出
品
数
を
制
限

し
ま
す

何
で
も
あ
り
の
読
書
会

　

父
・
露
伴
譲
り
の
好
奇
心
と

細
や
か
な
感
性
が
紡
ぎ
出
す
、

幸
田
文
の
世
界
「
台
所
の
音
」。

　

今
で
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ

と
、
聞
く
こ
と
の
で
き
な
く
な

っ
た
暮
ら
し
、
言
葉
が
こ
こ
に

は
あ
り
ま
す
。

　
 

４
月
６
日
�
午
前　

時
〜

１０

正
午 

幸
田
文
「
台
所
の
音
」

 

青
木
竹
生 

一
〇
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円 

当

日
、
直
接
同
セ
ン
タ
ー
へ

他

時
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師

費

申

▲松田　輝雄
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区
は
、　

年
９
月
に
杉
並
区
み
ど
り
の
ベ
ル
ト
計
画
検
討
懇

１５

談
会
（
委
員
一
〇
名
、
座
長
＝
千
葉
大
学
名
誉
教
授
・
丸
田

頼
一
）、
杉
並
区
み
ど
り
の
リ
サ
イ
ク
ル
検
討
懇
談
会
（
委

員
一
三
名
、
座
長
＝
日
本
大
学
教
授
・
勝
野
武
彦
）
を
設
置

し
、
審
議
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
検
討
結
果
の

報
告
書
が
区
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
今
後
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
提
案

を
可
能
な
限
り
反
映
し
て
、
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

―
―
問
い
合
わ
せ
は
、
公
園
緑
地
課
み
ど
り
の
計
画
係
へ
。

　この懇談会の報告について、多くの皆さんのご意見・ご提案をお聞きする説明会を
開催します（下表・当日、直接会場へ）。報告書と概要版は、区ホームページに掲載し
ているほか、区政資料室（区役所西棟２階）をはじめ、各図書館、区民事務所・分室、
駅前事務所、公園緑地課（区役所西棟４階）でご覧いただけます。
　ご意見・ご提案は、ハガキ・封書または、報告書と概要版の閲覧場所に設置してあ
る意見用紙に書いて、郵送またはファクスで３月１０日までに公園緑地課みどりの計画
係�３３１６‐２４７０へ。

�
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�
骨
格
と
な
る
み
ど
り
の

ベ
ル
ト

　

区
内
の
み
ど
り
と
水
の
軸
と

な
る
、
帯
状
の
み
ど
り
の
ベ
ル

ト
で
、
善
福
寺
川
・
神
田
川
沿

い
の
連
続
し
た
み
ど
り
や
、
妙

正
寺
川
・
玉
川
上
水
・
旧
桃
園

川
な
ど
の
み
ど
り
、
幹
線
道
路

な
ど
の
み
ど
り
を
考
え
ま
す
。

�
身
近
な
み
ど
り
の

ベ
ル
ト

　

生
活
の
周
り
の
み
ど
り
を
結

ん
で
つ
く
る
小
さ
な
ベ
ル
ト

で
、
生
垣
や
庭
先
の
み
ど
り
を

近
く
の
公
園
や
学
校
な
ど
の
み

ど
り
と
結
ん
で
つ
く
り
ま
す
。

�
そ
の
他

　

都
全
域
、
首
都
圏
と
い
っ
た

広
域
的
な
視
点
か
ら
見
た
連
続

し
た
み
ど
り
も
あ
る
こ
と
を
概

念
と
し
て
整
理
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�

�
基
本
方
針

�
「
様
々
な
み
ど
り
」
の
保
全
・

創
出
に
よ
り
、
み
ど
り
の
ベ
ル

ト
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

�
「
小
さ
い
身
近
な
み
ど
り
か

ら
大
き
な
骨
格
の
み
ど
り
へ
」

と
つ
な
い
で
い
き
ま
す
。

�
区
民
・
事
業
者
お
よ
び
区
が

協
働
し
て
み
ど
り
の
ベ
ル
ト
形

成
を
推
進
し
ま
す
。

�
み
ど
り
の
ベ
ル
ト
計
画

推
進
の
方
策

�
新
た
な
緑
化
運
動
の
展
開

�
ま
ち
づ
く
り
事
業
と
の
連
携

�
自
然
環
境
の
質
の
向
上

�
み
ど
り
の
ベ
ル
ト
計
画
用
地

の
確
保

�
事
業
化
へ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

�
み
ど
り
の
ベ
ル
ト
計
画

を
支
え
る
制
度
の
充
実

�
み
ど
り
の
条
例
等
の
見
直
し

　

み
ど
り
の
ベ
ル
ト
計
画
を
推

進
す
る
新
た
な
制
度
創
設
や
緑

化
助
成
制
度
、
み
ど
り
協
定
な

ど
を
は
じ
め
と
し
た
緑
化
施
策

の
充
実
。

�
み
ど
り
の
基
本
計
画
の
部
分

見
直
し

　

区
全
域
を
緑
化
重
点
地
区
に

す
る
こ
と
に
よ
る
、
緑
化
重
点

地
区
整
備
事
業
や
緑
化
施
設
整

備
計
画
認
定
制
度
な
ど
の
活
用

と
緑
化
推
進
。

�
み
ど
り
の
リ
サ
イ
ク
ル
と
の

連
携

�
み
ど
り
の
ベ
ル
ト
計
画

パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン

　

区
内
の
ま
ち
の
特
性
を
踏
ま

え
、
み
ど
り
の
ベ
ル
ト
を
形
成

し
て
い
く
見
本
と
し
て
パ
イ
ロ

ッ
ト
地
域
を
定
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
ベ
ル
ト
形
成
活
動
を
実
施
し

ま
す
。
そ
し
て
、
本
計
画
の
目

指
す
姿
が
具
体
的
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
区
内
の
モ
デ

ル
と
な
り
、
他
の
地
域
で
の
活

動
の
広
が
り
に
つ
な
が
る
と
考

え
ま
す
。

◇
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
域

・
桃
井
第
四
小
学
校
通
学
区
域

（
保
全
型
）

・
杉
並
第
八
小
学
校
通
学
区
域

（
密
集
市
街
地
型
）

・
高
井
戸
東
小
学
校
通
学
区
域

（
市
街
地
整
備
型
）

�
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�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
公
的
な
み
ど
り
の

リ
サ
イ
ク
ル

　

公
園
・
河
川
・
道
路
、
区
立

学
校
、
公
共
施
設
な
ど
、
公
的

な
空
間
の
み
ど
り
に
つ
い
て

は
、
敷
地
内
処
理
を
基
本
に
さ

ら
に
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
ま
ず
、
植
え

込
み
地
（
敷
き
な
ら
し
場
所
）

の
整
備
・
拡
充
を
図
り
ま
す
。　

　

改
築
な
ど
に
伴
う
既
存
樹
木

に
つ
い
て
も
で
き
る
だ
け
保

全
・
活
用
し
ま
す
。

◇
せ
ん
定
枝
葉

　

チ
ッ
プ
化
し
た
り
、
ハ
サ
ミ

で
小
さ
く
切
っ
て
植
え
込
み
地

な
ど
に
敷
き
な
ら
し
ま
す
。
元

の
場
所
に
戻
せ
な
い
場
合
は
資

源
化
施
設
に
搬
入
し
ま
す
。

　

ま
た
、
幹
や
太
い
枝
に
つ
い

て
は
、
ビ
オ
ト
ー
プ
（
自
然
生

態
園
）
づ
く
り
、
ベ
ン
チ
、
遊

具
や
樹
名
板
な
ど
に
幅
広
く
活

用
し
ま
す
。

◇
落
ち
葉

　

植
え
込
み
地
内
の
落
ち
葉

は
、
そ
の
ま
ま
自
然
の
分
解
に

ゆ
だ
ね
ま
す
。
区
立
学
校
に
は

計
画
的
に
落
ち
葉
だ
め
を
設
置

し
、
落
ち
葉
を
た
い
肥
化
し
な

が
ら
み
ん
な
で
リ
サ
イ
ク
ル
に

つ
い
て
学
び
、再
利
用
し
ま
す
。

◇
刈
草
・
除
草
く
ず

　

除
草
し
た
と
き
の
刈
草
や
除

草
く
ず
も
、
敷
地
内
で
乾
燥
さ

せ
、
腐
植
化
さ
せ
て
リ
サ
イ
ク

ル
し
ま
す
。

�
私
的
な
み
ど
り
の

リ
サ
イ
ク
ル

　

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
へ
の
区
の

支
援
策
を
整
え
て
、
個
人
や
地

域
の
実
情
に
あ
っ
た
活
動
を
ひ

ろ
げ
て
い
き
ま
す
。
樹
林
の
落

ち
葉
な
ど
個
人
で
は
困
難
な
リ

サ
イ
ク
ル
な
ど
も
地
域
の
中
で

の
助
け
合
い
な
ど
、
工
夫
し
て

取
り
組
み
ま
す
。

�
み
ど
り
の
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
の
推
進
の
た
め
に

�
地
域
の
拠
点
づ
く
り

　

管
理
人
の
い
る
区
立
公
園
や

区
民
農
園
な
ど
を
地
域
の
み
ど

り
の
リ
サ
イ
ク
ル
拠
点
と
す
る

こ
と
や
、
民
間
の
チ
ッ
プ
化
施

設
な
ど
と
の
連
携
や
炭
化
、
バ

イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
生
物

が
作
り
出
す
有
機
物
を
利
用
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
利
用
施
設
な

ど
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

�
リ
サ
イ
ク
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
制

度
の
創
設

�
エ
コ
マ
ネ
ー
（
地
域
通
貨
）

制
度
の
研
究

�
普
及
啓
発
の
推
進

　
「（
仮
称
）
み
ど
り
の
リ
サ
イ

ク
ル
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー
ム
」
を

開
設
す
る
ほ
か
、
み
ど
り
の
リ

サ
イ
ク
ル
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
つ
く

る
な
ど
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の

普
及
啓
発
を
行
い
ま
す
。

�
み
ど
り
の
基
金
と
の
連
携

�
グ
リ
ー
ン
バ
ン
ク
制
度
（
不

用
と
な
っ
た
樹
木
を
公
共
施
設

な
ど
に
移
植
す
る
）
の
充
実
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第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集第２期会員募集

　 任期＝２年（４月～１８年３月） �区内在住・
在勤・在学の方�緑化に関するボランティア活動に
理解と意欲のある方�無報酬で活動できる方 １００
名程度 往復ハガキ（２面記入例参照）に活動した
い内容も書いて、３月１０日（必着）までにみどりの計
画係へ 同係 現会員の方は継続もできます

内 対

定

申

問 他

〈説　　明　　会〉
会　　　　　　場日　　　時

荻窪地域区民センター（荻窪２‐３４‐２０）２月１８日 ��午後７時～
永福和泉地域区民センター（和泉３‐８‐１８）　　２０日 ��午後７時～
西荻地域区民センター（桃井４‐３‐２）　　２１日 ��午後２時３０分～
高円寺地域区民センター（梅里１‐２２‐３２）　　２１日 ��午後６時３０分～
井草地域区民センター（下井草５‐７‐２２）　　２３日 ��午後７時～
産業商工会館（阿佐谷南３‐２‐１９）　　２５日 ��午後７時～
高井戸地域区民センター（高井戸東３‐７‐５）　　２７日 ��午後７時～

大田黒公園（荻窪３‐３３‐１２）大田黒公園（荻窪３‐３３‐１２）
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二
つ
の
緑
化
施
策
に
関
す
る
検
討
懇

談
会
の
報
告
書
が
出
さ
れ
ま
し
た
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★ご意見をお聞かせください★




